商業政策の基礎 (一) 輸出成長率を決定する最も重要な原理 -ハロッド動学、特に｢貿易差額｣の問題に関する方法(論)的注解- by 川田 俊昭
商業政
策の
基礎（一）輸
出
成
長
率
を
決
定
す
る
最
も
重
要
な
原
理
－
ハ
ロ
ッ
ド
動
学
、
特
に
「
貿
易
差
額
」
の
問
題
に
関
す
る
方
法
（
論
）
的
註
解
－
川
田
俊
昭
「
『
商
業
政
策
』
の
扱
い
方
は
様
々
で
（
今
日
に
し
て
倫
）
一
定
の
シ
ス
テ
ム
あ
る
訳
で
は
な
い
、
、
。
」
し
か
し
体
系
的
な
も
の
と
し
て
大
体
三
つ
の
敢
抜
い
方
－
三
つ
の
方
法
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
(
1
)
「
先
づ
商
業
の
本
質
を
論
じ
、
次
に
対
内
及
び
対
外
商
業
政
策
に
分
説
す
る
方
法
」
－
で
あ
る
。
そ
の
典
型
的
な
の
が
J
.
G
r
u
n
z
e
l
:
S
y
s
t
e
m
d
e
r
H
a
n
d
e
l
s
p
o
l
i
t
i
k
,
1
9
0
1
で
あ
る
。
(
2
)
「
『
商
業
政
策
』
と
言
う
表
際
の
下
に
専
ら
対
外
商
業
政
策
（
貿
易
政
策
-
-
－
「
商
業
政
策
」
固
有
の
領
域
た
る
）
の
み
を
敢
扱
い
、
対
内
商
業
政
策
に
は
全
然
触
れ
ぬ
方
法
」
－
で
あ
る
。
G
.
M
.
F
i
s
k
－
G
r
u
n
z
e
l
，
乃
至
R
.
v
.
d
.
B
o
r
g
h
t
（
H
a
n
d
e
l
u
n
d
H
a
n
d
e
l
s
p
o
l
i
t
i
k
,
1
9
0
0
）
に
倣
い
乍
ら
も
、
彼
独
自
の
体
系
を
創
っ
た
-
-
の
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
C
o
m
m
e
r
c
i
a
l
P
o
l
i
c
i
e
s
,
1
9
0
7
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
(
3
)
「
『
国
際
貿
易
』
と
言
う
表
題
の
下
に
二
部
正
分
ち
、
第
一
に
『
対
外
商
業
政
策
』
を
説
き
、
夢
二
に
『
国
際
貿
易
の
理
論
』
を
扱
う
（
逆
も
可
）
方
法
」
－
－
で
あ
る
。
G
．
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a
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:
D
e
r
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r
n
a
t
i
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a
l
e
H
a
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,
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9
3
3
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i
e
d
e
r
W
e
l
t
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
e
n
Z
u
s
a
m
m
e
n
h
a
n
g
e
s
o
w
i
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s
e
d
e
r
A
u
s
s
e
n
h
a
n
d
e
l
s
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o
l
i
t
i
k
英
訳
副
題
w
i
t
h
i
t
s
a
p
p
l
i
c
a
t
i
o
n
t
o
C
o
m
m
e
r
c
i
a
l
P
o
l
i
c
y
）
が
そ
輸
出
成
長
率
を
決
定
す
る
最
も
重
要
な
原
理
一
四
一
経
蛍
と
経
済
の
よ
き
一
例
で
あ
る
。
貿
易
、
国
際
経
済
に
関
わ
る
英
米
流
の
今
目
的
文
献
に
等
し
く
、
本
稿
の
立
場
も
第
三
の
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
は
前
二
者
に
比
し
よ
り
新
し
い
、
よ
り
効
呆
的
な
方
法
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
貿
易
理
論
乃
至
国
際
経
済
学
(
実
証
的
研
究
を
含
む
)
の
中
心
テ
1
マ
を
そ
の
ま
ま
商
業
政
策
の
基
礎
、
商
業
政
策
の
場
の
た
め
の
主
た
る
「
原
理
」
と
し
て
利
用
し
得
る
第
三
の
方
法
の
場
合
、
「
貿
易
差
額
」
等
の
問
題
を
中
心
と
す
る
種
々
の
経
済
的
効
果
も
当
然
客
観
的
に
考
瞳
勘
案
し
得
る
こ
と
と
な
り
、
従
っ
て
叉
「
関
税
、
数
量
制
限
な
ど
の
商
業
政
策
の
効
果
の
吟
味
に
も
容
易
に
応
用
出
来
る
」
優
越
を
保
持
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
従
来
、
商
業
政
策
と
い
え
ば
、
関
税
、
輸
入
制
限
等
:
:
:
極
め
て
狭
い
、
し
か
も
そ
の
単
な
る
技
術
論
に
終
始
し
勝
ち
で
あ
っ
た
好
ま
L
か
ら
ざ
る
諸
事
情
も
当
然
是
正
さ
れ
る
こ
と
L
な
ろ
う
。
将
来
あ
る
商
業
政
策
論
i
と
い
う
も
の
が
今
日
も
し
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
さ
に
斯
様
な
方
法
i
貿
易
原
理
と
表
裏
一
体
化
し
た
l
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
|
|
例
え
ば
同
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2
・
し
か
も
そ
れ
が
依
然
第
一
、
第
二
の
方
法
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
乙
と
は
君
過
さ
る
べ
き
四
で
な
い
。
R
-
F
・
ハ
ロ
ッ
ド
に
よ
れ
ば
、
(註
4
l
)
「
輸
出
の
成
長
に
関
す
る
公
式
」
は
次
の
様
に
表
示
さ
れ
て
い
る
D
点
は
輸
出
成
長
率
、
E
は
同
上
の
価
値
、
ρ
は
国
内
市
場
向
産
出
高
の
成
長
率
、
H
は
向
上
の
価
値
、
ん
は
国
内
市
場
向
産
出
高
の
適
正
成
長
率
、
そ
う
す
る
と
の
開 1t%:1
1+ +1 
日F
国I~
. 
わ
1 
の
わ
1 
Cr， 
従
っ
て
b
V
Fの
な
ら
ば
聞
の
〉
の
次
l乙
。
の
司
ト
入
μ
耳
(
註
2
)
ー
ー
ー
い
r
i
l
l
-
ゎ、
H
の
さ
わ
w
H
h
開
+
回
目
、
故
に
戸
川
(
適
正
成
長
率
)
は
ぶ
よ
り
小
さ
く
戸
川
よ
り
大
き
い
。
「
こ
れ
ら
の
条
件
に
お
い
て
輸
入
性
向
が
一
定
な
ら
ば
(
4
ヱ
吾
吾
O
匂
g
u
g巴
q
g
E
6
。ュ
gロ
丘
ωロ同
)
b
〔
貿
易
差
額
即
ち
(註
3
)
輸
出
超
過
〕
は
時
の
経
過
と
と
も
に
(
吾
g
g
m
v
Z
B
O
)
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
よ
ζ
れ
か
ら
し
て
ぷ
が
大
な
ら
ば
大
な
る
程
丸
は
従
っ
て
ぬ
の
V
Fの
同
色
な
ら
ば
h
v
V
の
さ
又
は
Fの
さ
〉
の
さ
相
対
的
に
大
き
い
乙
と
を
可
能
と
せ
ら
れ
る
。
従
っ
て
「
丸
が
ら
(
自
然
成
長
率
)
を
超
え
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
不
況
へ
の
慢
性
的
傾
向
の
あ
る
固
に
お
い
て
は
、
b
の
値
が
正
で
あ
れ
ば
有
利
で
あ
ろ
う
。
乙
の
乙
と
は
明
ら
か
に
ら
の
値
を
減
少
さ
せ
、
そ
れ
と
ら
と
の
関
係
を
前
よ
り
も
改
善
さ
せ
る
様
な
傾
向
が
あ
る
。
:
・
:
:
:
或
る
国
に
お
い
て
、
さ
ら
に
成
長
す
る
た
め
の
潜
在
的
能
(註
4
)
力
に
比
較
し
て
貯
蓄
が
多
過
ぎ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
国
は
海
外
に
投
資
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」
そ
れ
で
は
斯
か
る
重
要
な
効
果
を
も
っ
ぷ
即
ち
「
輸
出
成
長
率
を
決
定
す
る
も
の
」
は
何
で
あ
る
か
。
こ
、
で
ハ
ロ
ッ
ド
は
「
三
つ
(註
5
)
の
支
配
的
な
原
理
」
を
挙
げ
て
い
る
。
然
し
て
、
こ
れ
ら
三
つ
の
条
件
が
等
し
く
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
結
局
上
述
の
展
開
に
従
っ
て
、
・
点
の
戸
川
又
は
ゐ
と
の
北
離
の
zn
，‘
 
問
題
に
他
な
ら
な
い
。
只
そ
の
場
合
の
手
離
の
仕
方
乃
至
条
件
の
相
違
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
「
こ
れ
ら
の
原
理
(註
6
)
の
中
で
最
も
重
要
(
。
同
吾
2
0
自
己
nv
吾
O
B
。2
E
G
。ユ
ω
三
)
な
も
の
は
全
体
と
し
て
の
外
国
経
済
の
成
長
率
で
あ
る
よ
そ
し
て
又
本
稿
で
専
ら
問
題
に
し
よ
う
と
す
る
の
も
実
に
こ
の
第
一
の
原
理
に
関
し
て
い
る
。
第
二
、
第
三
の
原
理
が
従
来
の
比
較
生
(註
7
)
産
費
の
原
理
ー
ー
ー
ハ
ロ
ッ
ド
に
お
い
て
は
主
と
し
て
「
国
際
経
済
学
」
に
お
い
て
取
扱
わ
れ
た
古
い
原
理
乃
至
「
静
的
分
析
」
で
あ
る
に
対
し
、
第
一
の
原
理
が
庁
所
得
成
長
率
比
較
の
原
理
d
と
も
い
う
べ
く
そ
の
視
野
の
新
し
さ
を
有
す
る
と
共
に
、
「
動
態
経
済
学
へ
の
途
」
輸
出
成
長
率
を
決
定
す
る
最
も
重
要
な
原
理
一
四
三
経
営
と
経
済
一
四
四
に
お
け
る
貿
易
論
或
は
貿
易
政
策
上
極
め
て
重
要
な
中
枢
的
役
割
を
務
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
(註
1
)
出
向
円
。
守
、
H
，。
4
Z
E
m
ω
U
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E
E
R
開
円
。
ロ
。
B
r
r
aお
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2
Z
R
Kア
(
三
、
2
0
明。
RFmロ
切
と
山
口
2
・司・一
om--吋
・
訳
一
四
三
頁
。
(註
2
)
ハ
ロ
ッ
ド
の
式
で
は
二
つ
の
式
に
お
け
る
各
左
項
の
分
子
が
+
で
な
く
乗
式
で
一
訳
さ
れ
て
い
る
。
藤
井
茂
「
国
際
経
済
不
均
衡
の
視
点
」
国
民
経
済
雑
誌
第
八
六
巻
第
四
号
。
北
川
一
雄
「
経
済
発
展
と
外
国
貿
易
」
昭
和
二
入
年
四
O
九
頁
参
照
。
(註
3
)
国ω円円。仏口伊豆内田
J
P
Sア
訳
一
四
一
一
一
頁
。
備
J
円。
4
3
E目
・
の
訳
本
(
高
橋
長
太
郎
、
鈴
木
諒
一
訳
)
は
a
d
g
u
g丘
一
司
同
05HEz--を
「
輸
出
性
向
」
と
誤
訳
(
?
)
し
て
い
る
。
「
輸
入
性
向
」
が
問
書
第
四
講
同
に
占
め
る
役
割
を
4
4
慮
す
る
時
例
え
一
字
と
雛
も
こ
の
誤
り
は
軍
大
で
あ
る
。
(註
4
)
出ω同円。品川
F
E
-
-
P
A
o
m
-
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m
訳
一
四
二
頁
。
b
を
貿
易
差
額
の
所
得
に
占
め
る
割
合
と
す
る
と
の
の
H
H咽
l
F
叉
は
の
弓
口
、
H
切
l
F
(
H
の
『
酬
の
可
)
と
な
る
。
何
れ
の
場
合
に
も
正
の
貿
易
差
額
b
は
そ
れ
自
体
独
立
し
た
資
本
需
要
の
増
大
1
1対
外
授
資
を
示
す
。
「
そ
れ
は
そ
の
国
自
体
の
立
場
か
ら
言
つ
て
の
乙
と
で
あ
る
。
が
、
国
際
政
策
に
お
い
て
は
わ
れ
わ
れ
は
他
の
国
の
立
場
か
ら
も
事
態
を
眺
め
ね
ば
な
る
ま
い
。
」
(註
5
)
同町円。円四日
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∞
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訳
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四
五
i
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(註
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訳
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四
五
頁
。
(註
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稿
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は
国
民
同
O
T
〉
円
。
、
ロ
5
8
国
釦
門
倉
E
ヲ
ロ
2
2明白弓
Y
S
A
ア
故
意
に
触
れ
な
か
っ
た
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第
一
の
原
理
に
よ
れ
ば
|
|
「
全
体
と
し
て
の
外
国
経
済
の
成
長
率
:
:
・
:
:
も
し
ζ
の
成
長
率
が
国
内
経
済
の
成
長
率
を
超
え
れ
ば
、
他
の
事
情
に
し
て
等
し
い
限
り
、
貿
易
差
額
の
超
過
は
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
。
と
れ
は
貿
易
差
額
を
好
転
さ
せ
る
た
め
の
、
最
も
容
易
に
し
て
自
然
な
仕
方
で
あ
る
こ
J
z
z
z
。
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岡
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(註
1
)
吉。
2
2
0・
↓
F
Z
U
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O
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0
2
2
ω
可
ωロ
円
四
ロ
巳
ロ
g
-
当
ω可
向
。
円
伊
丹
Z
E
2
S
E
-
-
-
神宮。
σ巳
ωロ
の
角
川
。
間
同
g
p
w
d
i
-
ハ
ロ
ッ
ド
自
身
は
と
の
「
仕
方
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
別
に
詳
し
い
説
明
を
行
っ
て
い
な
い
D
し
か
し
要
す
る
に
こ
れ
は
次
の
様
に
|
|
些
か
便
宜
的
に
説
明
さ
れ
得
ょ
う
。
先
づ
ハ
ロ
ッ
ド
が
と
訟
で
用
い
て
い
る
ω
「
外
国
経
済
の
成
長
率
」
と
ω
「
国
内
経
済
の
成
長
率
」
と
を
概
念
上
区
別
す
る
と
次
の
如
く
な
る
。
、‘.，T且，‘屯、
園
内
経
済
の
成
長
率
国
内
経
済
の
成
長
率
と
は
、
世
界
諸
国
の
各
国
内
に
お
け
る
国
内
市
場
の
成
長
率
で
あ
る
。
一
体
輸
入
の
変
化
は
、
貯
蓄
又
は
消
費
等
と
同
じ
く
、
そ
の
一
般
的
性
格
と
し
て
そ
の
国
の
所
得
の
大
き
き
に
依
存
し
て
い
る
。
(
所
得
効
果
)
前
者
は
後
者
に
つ
い
て
略
一
定
で
あ
る
。
従
っ
て
斯
様
な
輸
入
(
輸
入
性
向
)
が
所
得
構
成
の
一
要
素
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
F
の
従
っ
て
向
。
v
、
の
(
輸
入
成
長
率
)
が
貿
易
差
額
(
正
)
の
傾
向
値
又
は
増
加
率
と
な
る
。
|
|
そ
れ
故
か
冶
る
説
明
は
単
に
国
一
平
離
と
し
て
の
司
の
〉
の
乃
至
内
に
お
け
る
所
得
成
長
率
の
み
な
ら
ず
、
輸
入
の
成
長
を
同
時
に
把
握
し
て
い
る
。
(2) 
外
国
経
済
の
成
長
率
輸
出
成
長
率
を
決
定
す
る
最
も
重
要
な
原
理
一
四
五
経
嘗
と
経
済
一
四
六
次
に
外
国
経
済
の
成
長
率
と
は
、
そ
れ
が
前
述
の
如
き
国
内
経
済
の
対
外
的
関
聯
の
一
っ
た
る
輸
入
の
成
長
に
直
接
関
係
す
る
ζ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
貿
易
市
場
の
成
長
率
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
乙
の
場
合
世
界
諸
国
聞
に
お
け
る
一
つ
の
平
均
的
な
輸
出
、
輸
入
の
た
め
の
(註
2
)
プ
ー
ル
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
1
1
ぞ
れ
は
前
述
の
各
国
の
成
長
率
が
個
性
的
、
具
体
的
な
る
に
対
し
一
般
的
、
抽
象
的
な
性
格
を
有
す
る
。
従
っ
て
こ
の
説
明
で
は
、
全
体
と
し
て
の
世
界
諸
国
の
成
長
率
の
函
数
た
る
世
界
一
般
乃
至
世
界
共
通
の
輸
入
成
長
率
、
換
言
す
れ
ば
世
界
各
国
に
と
っ
て
の
輸
出
成
長
率
l
特
定
の
一
国
に
と
っ
て
の
輸
出
成
長
率
で
な
く
ー
が
そ
の
平
均
値
と
し
て
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る
。ハ
ロ
ッ
ド
の
と
の
原
理
は
斯
様
に
説
明
さ
れ
る
万
が
多
分
に
合
理
的
と
考
え
ら
れ
る
。
叶
。
4
3
E
ω
・
の
訳
本
か
ら
判
断
す
れ
ば
ハ
ロ
ッ
ド
の
「
外
国
経
済
の
成
長
率
」
と
は
、
特
定
の
一
国
を
除
い
た
他
の
諸
国
の
成
長
率
の
平
均
、
換
言
す
れ
ば
「
外
生
的
与
件
と
し
て
(註
3
)
共
存
す
る
他
の
諸
国
民
経
済
を
一
括
し
て
見
た
場
合
の
成
長
率
」
の
様
に
読
み
と
れ
る
が
、
乙
れ
に
は
比
一
か
肯
け
な
い
節
が
あ
る
。
何
故
な
ら
特
定
の
一
国
の
(
輸
出
)
成
長
率
と
雌
も
、
「
人
の
移
動
、
金
の
貸
借
、
商
品
の
売
山
県
等
」
を
通
じ
、
他
の
諸
国
一
般
の
経
済
構
(註
4
)
「
多
角
的
」
な
相
互
関
係
、
相
互
作
用
を
な
し
て
い
造
乃
至
経
済
成
長
と
事
前
に
複
雑
に
し
て
密
接
不
可
分
|
|
一
般
的
、
複
合
的
、
る
(
そ
れ
自
体
貿
易
論
同
様
一
九
世
紀
の
歴
史
的
産
物
で
あ
る
が
)
の
が
実
際
で
あ
ろ
う
。
|
|
「
各
国
は
、
自
国
の
経
済
が
:
:
:
商
(註
5
)
品
、
人
間
、
貨
幣
乃
至
証
券
の
国
際
移
動
を
通
じ
て
他
の
諸
国
の
経
済
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
事
実
に
直
面
す
る
。
」
従
っ
て
ハ
ロ
ッ
ド
に
よ
っ
て
示
ず
れ
て
い
る
如
き
(
論
理
的
)
性
格
の
「
外
国
経
済
」
の
成
長
率
(
の
平
均
)
に
は
、
特
定
の
一
国
(
仮
に
A
国
!
ア
メ
リ
カ
と
す
る
)
の
成
長
も
一
緒
に
含
め
、
文
字
通
り
E
ω
ω
ω
t
J廿
c-
。
=
と
し
て
考
薗
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
国
の
成
長
と
他
の
諸
国
の
成
長
と
を
'
一
面
的
に
対
立
さ
せ
る
と
も
、
貿
易
関
係
が
斯
様
な
一
面
的
対
決
に
よ
っ
て
関
聯
づ
け
ら
れ
る
の
で
(註
6
)
も
な
け
れ
ば
、
貿
易
収
支
が
決
済
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
例
え
ば
プ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
に
お
け
る
ケ
イ
ン
ズ
の
見
解
、
「
自
国
の
よ
り
多
く
の
輸
出
の
た
め
に
は
、
先
づ
自
国
の
よ
り
多
く
の
輸
入
を
」
、
或
は
所
謂
国
際
経
済
機
構
(
I
M
F
、
I
B
R
D
、
I
T
O
、
G
A
T
T
等
)
の
根
本
精
神
は
明
か
に
後
者
の
方
式
か
ら
正
し
く
類
推
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
尚
同
訳
本
に
よ
れ
ば
EF。
B
o
g
cロ
件
門
司
=
(
司
・
5
∞
)
を
「
問
題
に
し
て
い
る
国
」
(
訳
一
四
五
頁
)
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
恰
も
(註
7
)
そ
れ
が
特
定
の
国
か
の
様
に
感
じ
さ
せ
る
が
、
む
し
ろ
そ
れ
程
強
い
意
味
で
な
い
「
各
国
」
「
諸
国
」
又
は
「
自
国
」
と
か
に
訳
さ
る
べ
く
、
特
定
の
一
国
を
指
し
た
も
の
で
な
い
と
見
た
い
。
次
に
J
Z
2
2
ω
向
。
ぇ
g
cロ片岡山
2
. 
3
・
二
一
)
は
「
他
の
国
々
の
(
訳
一
四
人
頁
)
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
別
に
EO同
町
2
8
z
Eユ
oo--
と
し
て
い
な
い
点
乙
れ
も
少
々
意
味
が
強
す
ぎ
る
様
で
平
均
」
あ
る
。
も
っ
と
も
戸
己
∞
に
は
‘
J
F
O
円。
ω件
。
向
者
。
ユ
円
四
=
の
語
が
見
え
る
が
、
こ
の
場
合
乙
れ
と
直
接
関
係
づ
け
る
の
は
疑
問
で
あ
ろ
う
。
ζ
、
で
の
見
解
に
有
利
と
思
わ
れ
る
点
は
、
就
中
E吋
F
O
F。
B
0
8
5ェ
ミ
F
S
B
2己
可
件
。
円
。
g
E
芹
ω
同)円。。。
2
・
Z
ロ州
w
z
m
F
m
w
円
。
。
内
向
。
3-mロ
B
R
W
2・=(司・↓
C
∞)
「
各
国
は
外
国
市
場
に
つ
い
て
自
国
の
比
例
的
分
前
を
保
持
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
。
」
(
拙
訳
)
が
、
各
国
に
よ
る
世
界
貿
易
市
場
へ
の
作
用
乃
至
反
作
用
の
関
係
|
|
「
在
外
的
構
造
決
定
因
と
国
民
経
済
構
造
と
の
(註
8
)
外
国
貿
易
を
通
じ
て
の
作
用
並
に
反
作
用
の
関
係
」
・
ー
ー
と
し
て
、
就
中
反
作
用
の
そ
れ
と
し
て
、
理
解
さ
れ
る
様
で
あ
る
こ
と
、
即
ち
他
の
国
々
と
の
平
均
に
、
各
国
す
べ
て
が
予
め
参
与
し
て
い
た
と
い
う
感
じ
が
読
み
と
れ
る
こ
と
、
確
か
に
こ
の
こ
と
な
く
し
て
は
こ
の
文
意
は
不
可
解
の
様
で
あ
る
。
結
局
ハ
ロ
ッ
ド
が
用
い
て
い
る
」
。
2
百
ロ
2
。
ロ
。
自
〕
『
ェ
と
z
品。
B
g立
の
ゅ
の
。
ロ
。
Bu--
の
概
念
そ
の
も
の
が
問
題
に
な
る
で
あ
(註
9
)
ろ
う
。
こ
、
で
の
見
解
か
ら
す
れ
ば
、
む
し
ろ
「
世
界
経
済
」
(
世
界
貿
易
)
と
「
国
民
経
済
」
と
の
対
照
と
し
て
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
t
問。
3
百
ロ
2
。ロ。
Eu--
の
所
得
成
長
と
「
世
界
経
済
」
(
当
2
E
2
。ロ。
B
可
ω
ω
ω
項目回。
-o)
の
そ
れ
と
は
結
果
的
に
同
じ
変
動
傾
向
を
も
っ
て
い
る
故
、
貿
易
関
係
を
示
す
た
め
に
は
、
後
者
の
成
長
率
を
用
い
る
方
が
正
し
く
も
あ
り
、
と
り
(
以
下
本
稿
で
は
こ
の
論
法
を
用
い
る
)
わ
け
こ
〉
で
は
特
に
便
利
で
あ
ろ
う
c
従
っ
て
こ
の
問
題
は
、
一
便
利
二
的
一
は
半
ば
陀
宜
的
輸
出
成
長
率
そ
決
定
す
る
最
本
重
要
な
原
理
一
四
七
経
蛍
と
経
済
一
四
入
(
註
巾
)
な
解
釈
の
問
題
と
し
て
、
そ
の
ま
、
保
留
し
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
も
あ
る
つ
も
っ
と
も
こ
れ
を
も
っ
て
、
本
稿
に
よ
る
ハ
ロ
ッ
ド
乃
一
予
(
註
竹
)
従
来
の
貿
易
論
(
外
国
貿
易
論
)
の
(
徴
視
的
)
方
法
に
対
す
る
一
批
判
と
す
る
こ
と
は
妨
げ
な
い
。
(A国)
(
註
也
以
上
の
関
係
は
簡
単
乍
ら
上
の
如
く
図
示
さ
れ
よ
う
。
「
国
民
所
得
の
変
動
が
輸
入
を
動
か
し
、
そ
れ
ら
各
国
の
輸
入
は
総
体
と
し
て
(
g
ω
老
町
。
-o)
世
界
貿
易
の
流
れ
に
プ
ー
ル
さ
れ
る
。
一
国
の
輸
入
は
結
局
何
れ
か
の
国
か
ら
の
輸
出
で
あ
る
か
ら
各
国
の
輸
入
は
全
体
と
し
て
各
国
の
輸
出
と
一
致
す
る
。
斯
く
し
て
各
国
の
輸
出
は
世
界
貿
易
量
(
そ
れ
は
各
国
の
輸
入
の
合
流
し
た
も
の
)
の
増
減
と
正
に
比
例
的
に
上
下
す
る
。
し
か
し
世
界
貿
易
量
は
結
局
各
国
の
輸
入
の
合
成
で
あ
り
、
更
に
こ
の
輸
入
は
各
国
の
国
民
所
得
に
依
存
し
て
い
る
故
、
各
国
の
輸
出
の
好
、
不
調
は
世
界
各
国
の
景
気
、
不
景
気
如
何
に
左
右
さ
れ
る
乙
と
(
註
叫
)
に
な
る
o
」
従
っ
て
通
常
の
如
く
、
「
川
国
民
経
済
を
孤
立
的
に
考
慮
す
る
場
合
に
は
、
輸
出
は
そ
の
固
に
と
っ
て
所
与
の
経
済
重
で
あ
る
が
、
ω世
界
全
体
を
綜
合
的
(
巨
視
的
)
に
考
察
す
る
と
、
各
国
の
輸
出
は
各
国
の
輸
入
の
合
成
と
し
て
の
世
界
貿
易
に
左
右
(
註
朽
)
さ
れ
る
被
決
定
量
に
転
化
す
る
。
換
言
す
れ
ば
世
界
景
気
の
従
属
変
数
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
」
|
|
勿
論
こ
の
こ
と
は
、
従
来
の
方
法
(
註
怖
)
の
不
毛
を
意
味
し
な
い
。
、
貿
易
現
象
の
二
面
性
ミ
か
ら
い
っ
て
、
更
に
広
い
視
点
に
よ
る
、
補
完
を
必
要
と
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
か
〉
る
関
聯
に
お
い
て
は
、
「
各
国
は
外
国
市
場
に
つ
い
て
単
に
自
国
の
比
例
的
分
前
を
保
持
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
。
」
即
ち
世
界
市
場
の
思
慧
は
各
国
共
通
|
|
無
差
別
(
衡
平
待
遇
)
で
あ
り
、
何
ら
特
別
積
極
的
な
努
力
を
要
し
な
い
。
む
し
ろ
意
識
的
特
別
な
発
展
助
長
の
努
力
(
政
府
の
干
渉
を
含
め
て
)
は
、
却
っ
て
貿
易
の
不
振
を
招
く
に
至
ろ
う
o
i
l
-
「
そ
の
国
が
進
歩
的
だ
と
い
う
と
と
は
、
そ
れ
自
(
註
仔
)
体
で
は
か
え
っ
て
貿
易
差
額
を
減
少
き
せ
る
こ
と
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。
」
無
為
、
無
策
こ
そ
ま
さ
に
最
上
、
最
善
の
策
で
あ
る
。
斯
く
て
第
一
原
理
、
文
字
通
り
「
乙
れ
は
貿
易
差
額
を
好
転
さ
せ
る
た
め
の
、
最
も
容
易
に
し
て
自
然
な
仕
方
F
O
B
。ぇ
gω
可
ωロ円四
(
S
E
E
-
さ
弓
)
」
で
あ
る
。
何
ら
努
力
な
し
て
も
|
|
貿
易
市
場
が
自
由
で
あ
り
、
価
格
水
準
乃
至
為
替
レ
l
ト
は
一
定
:
:
:
或
は
技
術
も
所
与
:
:
:
等
「
他
の
事
情
に
し
て
等
し
い
限
り
、
貿
易
差
額
の
超
過
は
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
」
か
ら
。
以
上
の
考
え
方
か
ら
し
て
|
|
(
現
実
に
窺
わ
れ
る
如
く
)
「
若
し
ア
メ
リ
カ
が
引
続
い
て
他
の
国
々
の
平
均
以
上
に
一
層
進
歩
的
な
ら
ば
そ
の
こ
と
自
体
が
ア
メ
リ
カ
貿
易
差
額
を
減
少
に
向
わ
せ
る
ひ
と
つ
の
力
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
は
、
そ
の
易輸
差出
額の
を捌
増口
加よ
さり
せ も
る急
原速
因に
と増
な大
るす
t乙る
すで
ぎあ
なろ
し主1
L:18 
か史
くど
てー
つ
の
力
は
乙
の
第
義
的
な
力
を
相
殺
す
る
以
上
t乙
及
び
つ
る
程
度
ま
で
貿
「
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
差
額
は
減
少
す
る
と
期
待
さ
れ
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
不
都
合
な
乙
と
で
あ
る
。
:
:
:
ア
メ
リ
カ
は
苛
烈
な
不
況
に
陥
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
世
界
中
を
通
じ
て
不
利
な
反
作
用
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
は
乙
の
非
難
に
対
し
て
答
え
て
日
く
、
ア
メ
リ
カ
が
度
々
襲
わ
れ
る
不
況
の
傾
向
が
あ
る
の
は
、
ま
さ
に
世
界
の
他
の
国
々
が
相
対
的
に
沈
滞
し
て
い
る
か
ら
だ
、
(
註
旬
)
て
い
る
。
」
と
も
あ
れ
「
世
界
市
場
に
ア
メ
リ
カ
商
品
が
ま
す
ま
す
氾
乱
す
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
て
い
る
人
々
は
、
乙
れ
ら
諸
原
理
(
註
却
)
を
参
照
し
て
、
そ
の
思
考
を
鍛
え
直
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
!
あ
ら
ゆ
る
一
方
的
な
非
難
は
、
一
口
う
ま
で
も
な
く
甚
だ
馬
鹿
げ
(註
4
l
)
出
回
円
円
。
門
戸
川
、
吋
04Z円
《
回
目
白
U
U二
百
日
目
。
開
。
。
ロ
。
s
r
y
p
s∞
・
訳
一
四
五
頁
。
(註
2
)
「
『
外
国
』
と
い
う
言
葉
は
勿
論
拍
象
で
あ
る
。
外
界
は
同
質
的
な
場
所
で
は
な
く
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
条
件
を
備
え
た
多
数
の
単
独
国
か
ら
成
っ
て
い
る
。
自
国
に
と
っ
て
の
貿
易
上
の
利
益
を
考
察
す
る
た
め
に
1
、
他
の
諸
国
1
す
で
に
彼
等
が
適
当
と
考
え
る
貿
易
関
係
を
結
ん
で
輸
出
成
長
率
を
決
定
す
る
最
も
重
要
な
原
理
一
四
九
経
営
と
経
済
お
旬
、
か
つ
相
互
間
に
一
種
の
均
衡
を
確
立
し
て
い
る
も
の
と
仮
定
し
、
従
っ
て
研
究
す
べ
き
現
象
そ
遊
離
さ
せ
る
目
的
を
も
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
世
界
の
爾
余
の
諸
国
が
す
べ
て
そ
の
複
雑
な
関
係
を
保
ち
、
し
か
も
自
国
と
貿
易
し
な
い
場
合
の
状
態
と
、
世
界
の
爾
余
の
諸
国
が
す
べ
て
そ
の
複
雑
な
関
係
を
保
ち
、
か
つ
自
国
と
も
貿
易
す
る
場
合
の
状
態
と
を
比
較
し
う
る
も
の
と
仮
定
す
る
の
が
便
利
(gロ〈
2
芯
ロ
同
)
な
の
で
あ
る
。
」
(
出
向
g
仔
F
Z自
己
zs-開
n
g。自由
n
y
p己
・
訳
五
一
頁
1
1
傍
点
筆
者
)
(註
3
)
北
川
一
雄
「
外
国
貿
易
と
経
済
発
展
」
四
一
一
一
一
頁
。
(註
4
)
い
う
ま
で
も
な
く
乙
の
相
互
関
係
(
貿
易
関
係
、
国
際
的
経
済
関
係
)
乃
至
相
互
作
用
を
、
そ
の
均
衡
と
発
展
に
つ
い
て
、
理
論
的
に
解
明
す
る
の
が
、
貿
易
論
、
国
際
経
済
学
l
l
経
済
学
の
一
ア
プ
リ
ケ
l
シ
ョ
シ
乃
至
「
一
般
経
済
学
の
一
分
派
と
し
て
の
」
の
一
部
と
し
て
の
」
|
|
貿
易
政
策
)
|
l
本
来
の
基
本
的
課
題
で
あ
る
。
一五
O
(
同
様
に
「
経
済
政
策
(註
5
)
同
・
開
・
ω
o
E丘
ロ
ぬ
い
司
ユ
ロ
己
主
2
。
同
開
。
。
ロ
。
B
r
M
M
己
片
山
ご
S
m∞・
門
u
y
m
u
・
J
プ
ゎ。
B
B
O
R
E
-
-
ヲ
ニ
片
山
可
ω
ロ
品
目
E
2ロ
E
E
ロω
戸
開
。
。
ロ
。
自
由
。
∞
・
匂
-
M
包
・
訳
二
三
七
頁
。
(註
6
)
三
菱
経
済
研
究
所
研
究
叢
書
「
世
界
貿
易
」
(
昭
和
三
一
年
)
は
第
二
次
大
戦
後
の
世
界
貿
易
構
造
の
変
化
と
し
て
「
単
一
世
界
市
場
の
崩
壊
、
多
角
貿
易
お
よ
び
決
済
機
構
の
解
体
」
を
そ
の
著
し
い
特
徴
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
「
自
由
多
角
的
な
国
際
貿
易
お
よ
び
決
済
の
制
度
の
再
樹
立
と
い
う
と
と
が
、
戦
後
の
閏
際
経
済
の
理
想
像
」
|
!
と
さ
れ
て
い
る
所
似
で
あ
る
。
(註
7
)
「
自
国
」
に
つ
い
て
も
些
か
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
「
『
自
凶
』
(
a
d
O
B
m
g
ロ
ロ
同
門
司
=
)
と
呼
ば
る
べ
き
一
国
の
地
位
を
世
界
の
爾
余
の
諸
国
に
対
立
せ
し
め
て
考
察
す
る
ζ
と
」
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
(
出
回
同
円
。
【
同
一
F
E
-
-
P己
・
訳
五
O
頁
)
(註
9
)
(註
8
)
藤
井
「
外
国
貿
易
の
概
念
」
上
田
貞
次
郎
博
士
記
念
論
文
集
第
二
巻
「
経
済
の
歴
史
と
理
論
」
所
牧
。
「
国
内
商
業
と
国
際
貿
易
と
の
区
別
、
即
ち
困
内
及
び
外
国
に
つ
い
て
の
:
:
:
経
済
的
概
念
規
定
」
に
関
し
て
は
国
与
2
g
n
U
2
z
z
g
?
藤
井
、
前
掲
論
文
参
照
。
(
註
叩
)
C
・
P
-
キ
ン
ド
ル
メ
1
ガ
1
の
。
〈
2
8日
吉
ロ
∞
ω
立
。
ロ
乃
至
ロ
ロ
含
円
。
。
自
宮
ロ
∞
旦
古
ロ
同時
O
ロ巳
o
出
ω
ロ
仏
巳
(
開
B
Z吋
叶
己
目
)
の
理
論
は
、
ハ
ロ
ッ
ド
と
略
同
一
問
題
を
同
一
(
註
竹
)
(
岡
山
口
2
0
σ
2宮
司
一
寸
Z
U。ロω
司
3
2
2
m
p
a包
-
P∞
l
」
O
M
・
訳
一
一
一
一
一
l
六
頁
)
「
わ
れ
わ
れ
は
世
界
の
見
地
か
ら
最
善
の
分
配
を
考
え
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
い
か
に
し
て
任
意
の
特
定
闘
が
、
外
界
の
条
件
を
与
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
資
源
を
最
も
よ
く
利
用
し
う
る
か
を
考
書
し
て
い
る
の
で
あ
る
己
(
田
山
円
円
。
円
T
E
E
-
-
Pお
・
訳
九
包
頁
)
方
法
で
処
理
し
て
い
る
。
(
註
但
)
篠
原
三
代
平
「
輸
入
と
国
民
所
得
」
日
本
経
済
新
聞
昭
和
二
九
年
一
一
月
一
九
日
号
参
照
。
(
註
旬
)
成
長
を
規
定
す
る
諸
要
因
を
取
扱
っ
た
今
日
的
な
も
の
と
し
て
は
〉
-
F
空
三
円
吋
z
d
M
gミ
0
同
開
2
ロ
O
B
r
D
3
4
Z
Y
S勾・
(
註
川
内
)
最
近
は
景
気
循
環
が
世
界
的
な
規
模
で
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
二
O
l
一
一
一
一
年
の
不
況
お
よ
び
一
九
二
九
l
三
一
一
年
の
不
況
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
:
:
:
か
く
し
て
景
気
循
環
を
分
析
す
る
た
め
に
は
、
世
界
を
単
一
の
単
位
と
み
な
す
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
事
実
と
矛
盾
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
:
:
:
も
し
各
々
の
国
家
が
そ
の
他
の
国
家
か
ら
全
く
孤
立
せ
し
め
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
:
:
:
同
時
性
が
発
生
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
」
(
国
型
g仔
叶
宮
叶
E
含
わ
ヌ
F
s
g・同
M
・
1
m・
訳
一
六
一
!
二
頁
)
(
註
侶
)
勿
論
乙
L
で
の
方
法
的
見
地
は
、
如
何
な
る
政
策
的
要
請
l
l
例
え
ば
「
す
べ
て
の
国
の
利
益
の
た
め
に
諸
国
の
対
外
経
済
〔
商
業
〕
政
策
を
調
整
す
る
国
際
経
済
J
〔
商
業
】
政
策
へ
の
要
望
」
(
ボ
ウ
ル
デ
ィ
ン
グ
)
、
或
は
如
何
な
る
世
界
観
l
!
例
え
ば
、
「
資
本
主
義
は
経
済
制
度
の
古
い
孤
立
性
と
封
鎖
性
を
(
し
た
が
っ
て
ま
た
精
神
生
活
お
よ
び
政
治
生
活
の
狭
さ
を
も
)
破
壊
し
て
世
界
の
す
べ
て
の
国
を
単
一
の
経
済
的
合
一
体
へ
と
結
合
す
る
」
(
レ
1
ニ
ン
)
の
如
き
ー
ー
と
も
無
縁
で
あ
る
。
只
そ
れ
ら
の
事
実
と
は
関
係
が
あ
る
。
(
註
時
)
貿
易
政
策
(
対
外
商
業
政
策
)
は
、
今
日
に
お
い
て
は
H
国
家
の
政
策
d
l
l
「
国
民
経
済
政
策
の
一
部
と
し
て
の
対
外
経
済
政
策
」
(
グ
ル
シ
ヅ
エ
ル
)
と
し
て
貿
易
に
干
与
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
対
象
と
す
る
貿
易
現
象
が
斯
様
に
二
面
性
を
帯
び
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
貿
易
政
策
も
そ
の
政
策
主
体
に
或
は
政
策
客
体
に
「
二
面
的
性
格
を
反
映
せ
し
め
る
乙
と
に
な
る
。
」
と
り
わ
け
「
広
い
視
点
」
、
広
い
視
野
(
世
界
的
見
地
)
が
要
請
さ
れ
る
乙
と
と
な
る
。
l
i
「
一
国
の
と
る
べ
き
行
動
の
基
準
:
・
・
:
専
ら
そ
の
国
の
経
済
に
関
連
し
て
定
式
化
し
た
:
:
:
:
・
そ
乙
で
設
定
さ
れ
た
準
則
は
、
も
し
わ
れ
わ
れ
が
視
野
を
ひ
ろ
め
、
善
隣
性
の
原
理
に
重
き
を
お
く
な
ら
ば
、
乙
れ
を
修
正
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
好
況
や
不
況
は
し
ば
し
ば
世
界
的
鉱
が
り
を
も
っ
現
象
で
あ
り
、
従
っ
て
一
国
が
、
世
界
社
会
の
構
成
員
で
あ
る
と
い
う
乙
と
を
輸
出
成
長
率
を
決
定
す
る
最
も
重
要
な
原
理
五
経
営
と
経
済
顧
膚
し
て
、
自
ら
の
政
策
の
粋
を
き
め
る
こ
と
は
、
そ
の
闘
に
と
っ
て
正
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
o
」
(
国
ω
コ
。
仔
E
Z
S
E
E
S
-
開
2
ロ
O
Bナ
一五
2
・
p
a↓
・
訳
二
九
一
頁
)
(
註
行
)
国
ω
『円。円回目、
H
，。
4Z円仏国
ω
U
U可ロ
ω
E
-
n
明
。
。
ロ
。
自
仲
2
・
P
J
O
U
・
訳
一
四
六
頁
。
(
註
沼
)
国
R
g色
H
E
E
-
-
P
4
4
4
・
訳
一
四
八
|
九
頁
。
斯
様
に
ハ
ロ
ッ
ド
は
第
二
の
原
理
l
l
ア
メ
リ
カ
の
「
輸
出
品
の
生
産
〔
比
較
的
優
位
の
産
業
〕
に
お
け
る
能
率
の
増
加
が
:
:
:
門
比
較
的
劣
位
の
産
業
l
l〕
一
般
的
な
能
率
の
増
如
を
越
え
る
」
程
度
、
第
三
の
原
理
|
|
利
潤
以
外
の
「
生
産
要
素
へ
の
実
質
的
な
報
酬
〔
賃
金
〕
の
平
均
の
増
加
が
一
人
当
り
生
産
物
〔
生
産
力
〕
の
平
均
の
増
加
に
対
し
て
:
:
:
及
ば
な
い
」
程
度
ー
ー
に
対
し
て
は
至
極
消
極
的
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
ハ
ロ
ッ
ド
の
斯
か
る
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
「
一
時
的
偶
然
的
に
は
と
も
か
く
、
長
期
的
に
は
輸
出
超
過
を
維
持
し
得
な
い
」
乙
と
に
な
る
。
(
註
川
口
)
出
ω
円円。円四日目
E
仏J
P
J
(
〕
∞
・
訳
一
四
五
頁
。
(
註
加
)
国
民
円
。
仔
F
E
-
-
Pコ
ナ
訳
一
四
八
頁
。
し
か
し
な
が
ら
ハ
ロ
ッ
ド
の
こ
の
原
理
は
、
そ
の
様
な
現
実
的
、
客
観
的
妥
当
性
を
引
出
す
べ
く
、
か
。
|
|
勿
論
ζ
の
原
理
に
は
E
2
F
2
吾
E
m
m
Z
E
m
2
5
-
=
と
い
う
条
件
が
附
い
て
は
い
る
。
し
か
し
こ
の
条
件
を
考
慮
し
た
と
し
て
も
、
尚
且
つ
ハ
ロ
ッ
ド
が
「
最
も
容
易
に
し
て
自
然
な
仕
方
」
で
あ
る
と
い
¥
又
そ
れ
か
ら
直
ち
に
現
実
の
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
差
額
の
如
何
を
云
々
す
る
こ
と
(
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
流
の
|
|
認
識
と
実
在
と
の
安
直
な
混
清
)
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
の
再
検
討
の
余
地
を
尚
そ
ζ
に
残
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
し
か
も
変
転
極
ま
り
な
き
「
経
済
活
動
の
そ
れ
自
体
完
全
な
も
の
で
あ
ろ
う
世
界
は
、
か
、
る
想
定
を
変
更
し
、
文
は
想
定
を
つ
け
加
え
、
更
に
は
制
度
的
干
渉
を
行
っ
て
理
論
の
整
然
た
る
論
理
を
屡
々
か
き
乱
す
」
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
乙
の
原
理
は
果
し
て
ハ
ロ
ッ
ド
の
説
く
如
く
、
自
然
な
仕
方
で
、
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
差
額
の
不
利
化
を
導
き
出
せ
得
る
か
ー
ー
と
い
う
問
い
に
他
な
ら
な
い
。
前
述
の
如
く
、
ハ
ロ
ッ
ド
は
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
差
額
が
い
か
に
も
不
利
な
過
程
を
歩
む
が
如
く
説
い
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
吾
々
の
現
実
乃
至
客
観
的
事
実
は
、
ま
さ
に
そ
の
論
理
の
逆
を
歩
ん
で
来
た
。
(註
1
)
超
、
乃
至
国
際
経
済
の
「
根
本
的
不
均
衡
」
の
問
題
が
こ
れ
で
あ
る
。
即
ち
世
界
的
「
ド
ル
不
足
」
|
|
ア
メ
リ
カ
経
済
の
恒
常
的
出
も
っ
と
も
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
ハ
ロ
ッ
ド
の
ジ
ョ
ン
ブ
ル
的
弁
明
ら
し
き
も
の
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
彼
は
言
う
、
用
計
画
を
も
っ
ア
メ
リ
カ
の
行
政
が
、
輸
出
に
対
す
る
格
差
を
つ
け
た
補
助
金
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
充
分
な
輸
出
の
余
剰
額
を
達
「
完
全
雇
成
す
る
た
め
に
自
然
的
障
碍
(
Z
E
E
-
与
え
2-g)
を
克
服
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
こ
と
は
真
実
で
あ
る
。
・
:
:
:
:
し
か
し
輸
出
の
成
長
率
を
自
然
的
諸
力
(ロ
ω片
岡
回
同
ω
-
p
v
円。
ω)
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
率
以
上
に
す
る
た
め
に
は
、
お
そ
ら
く
時
の
経
過
と
共
に
乙
れ
ら
の
補
給
金
を
累
進
的
に
増
加
さ
せ
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
人
の
輸
出
し
よ
う
と
す
る
不
当
な
圧
力
を
危
険
だ
と
(註
2
)
認
め
る
な
ら
ば
、
政
府
の
輸
出
補
給
金
の
範
囲
を
限
定
す
る
協
定
を
結
ぶ
乙
と
が
正
当
で
あ
ろ
う
o
」
(註
3
)
(
実
際
、
事
実
と
い
わ
れ
る
)
彼
の
第
一
原
理
の
し
か
し
そ
の
弁
明
が
例
え
事
実
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
「
自
然
な
仕
方
」
(
S
E
E
-
当
ミ
)
を
妨
げ
て
い
る
唯
一
の
理
由
と
す
る
に
は
、
い
さ
、
か
根
拠
が
薄
い
と
考
え
ら
れ
る
。
l
l
ハ
ロ
ッ
ド
も
い
う
如
く
「
あ
ら
ゆ
る
一
方
的
な
非
難
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
甚
だ
馬
鹿
げ
て
い
る
o
」
事
由
は
と
も
あ
れ
1
1
か
〉
る
ド
ル
不
足
は
、
単
に
ωド
イ
ツ
、
オ
i
ス
ト
リ
ヤ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ
リ
ー
、
日
本
等
の
旧
敗
戦
国
乃
至
被
占
領
国
の
み
な
ら
ず
、
ωイ
ギ
リ
ス
を
含
む
西
欧
諸
国
、
更
に
は
ωス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
カ
ナ
ダ
、
ヵ
、
ア
ジ
ア
諸
国
も
、
す
べ
て
悩
ま
さ
れ
又
悩
ま
さ
れ
て
来
た
真
に
一
般
的
世
界
的
な
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
ノ
ー
但
し
共
産
圏
諸
国
を
除
く
問
題
な
の
で
輸
出
成
長
率
を
決
定
す
る
最
も
重
要
な
原
理
一
五
三
経
醤
と
経
済
一
五
回
(註
4
)
i
(
註
5
)
あ
る
。
剰
え
単
に
ア
メ
リ
カ
経
済
の
輸
出
超
過
の
現
象
と
し
て
は
、
は
る
か
に
古
く
第
一
次
大
戦
以
来
の
乙
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
ど
う
し
て
斯
様
な
事
態
が
発
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
c
|
|
斯
か
る
ド
ル
不
足
の
原
因
並
び
に
対
策
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
(註
6
)
学
者
、
実
業
家
等
に
よ
っ
て
「
深
浅
広
狭
区
々
」
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
来
た
。
し
か
し
こ
、
で
は
飽
迄
以
上
の
ハ
ロ
ッ
ド
の
第
一
原
理
(註
7
)
(
註
8
)
そ
の
も
の
〉
理
解
を
貫
ぬ
く
乙
と
に
よ
っ
て
|
|
む
し
ろ
あ
ら
ゆ
る
見
解
を
綜
観
す
べ
く
ー
ー
そ
の
簡
単
な
、
し
か
し
適
切
に
し
て
有
効
な
(
内
在
的
)
批
判
を
試
み
、
以
下
乙
の
回
答
を
得
た
い
。
先
づ
、
ハ
ロ
ッ
ド
の
こ
の
原
理
に
お
い
て
は
、
一
見
正
当
と
思
わ
れ
る
に
も
拘
ら
ず
、
実
は
そ
の
基
本
的
仮
設
乃
至
前
提
に
|
|
許
す
べ
か
ら
ざ
る
|
|
一
つ
の
重
大
な
省
略
、
又
は
過
誤
(
?
)
を
犯
し
て
い
る
こ
と
が
発
見
せ
ら
れ
得
る
。
そ
れ
は
ハ
ロ
ッ
ド
が
所
得
成
長
率
と
輸
入
成
長
率
と
の
聞
に
一
定
の
比
例
的
な
相
関
々
係
を
想
定
し
た
こ
と
は
或
程
度
正
し
い
と
し
て
も
、
所
得
対
輸
入
と
し
て
の
そ
の
絶
対
値
に
お
け
る
構
成
l
l即
ち
輸
入
性
向
(
輸
入
額
を
所
得
に
占
め
る
割
合
と
し
て
表
わ
し
た
も
の
)
が
何
れ
の
国
に
あ
っ
て
も
必
ず
し
も
等
し
く
な
い
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
(
限
界
)
輸
入
性
向
が
各
国
毎
に
異
っ
た
値
を
有
し
て
い
る
ー
ー
と
い
う
自
明
の
事
実
で
あ
る
。
|
|
従
っ
て
例
え
ア
メ
リ
カ
の
所
得
成
長
率
が
イ
ギ
リ
ス
の
所
得
成
長
率
よ
り
高
い
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は
必
ず
し
も
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
差
額
が
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
差
額
よ
り
一
義
的
に
小
で
あ
る
と
い
う
乙
と
の
証
明
に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
明
か
に
「
自
然
な
仕
方
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
ハ
ロ
ッ
ド
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
各
国
民
経
済
に
お
け
る
輸
入
性
向
の
差
別
的
な
値
を
閑
却
す
る
限
り
、
「
貿
易
差
額
」
の
問
題
そ
の
も
の
が
元
来
発
生
し
得
な
い
筈
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
事
実
上
各
国
民
経
済
の
輸
入
性
向
と
輸
出
性
向
と
を
夫
々
等
し
く
想
定
し
て
差
支
え
な
い
ハ
ロ
ッ
ド
の
モ
デ
ル
、
換
言
す
れ
ば
H
完
全
国
際
均
衡
H
の
状
態
で
は
、
所
得
成
長
の
遅
速
、
高
低
如
何
に
拘
ら
ず
、
各
国
の
貿
易
差
額
は
等
し
く
ゼ
ロ
の
値
を
も
っ
乙
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
(註
9
]
要
す
る
に
ハ
ロ
ッ
ド
の
所
得
成
長
な
る
量
的
概
念
で
は
、
貿
易
差
額
そ
の
も
の
が
先
づ
導
出
し
得
な
い
ー
ー
の
で
は
あ
る
ま
い
か
J
む
し
ろ
貿
易
差
額
b
を
導
出
す
べ
く
国
民
経
済
の
成
長
率
乃
至
外
国
経
済
の
成
長
率
と
は
、
所
得
成
長
の
値
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
異
っ
た
値
を
も
っ
各
国
民
経
済
の
輸
入
性
向
(
限
界
輸
入
性
向
)
乃
至
外
国
経
済
に
つ
い
て
の
そ
の
平
均
値
(
各
国
民
経
済
に
つ
き
等
し
い
値
を
も
っ
と
想
定
さ
れ
た
限
界
輸
出
性
向
)
に
そ
の
説
明
の
根
拠
が
代
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
l
l
「
貿
易
の
量
」
で
な
く
、
「
貿
易
の
質
」
乙
そ
重
要
で
あ
る
。
更
に
輸
入
性
向
は
|
消
費
性
向
、
貯
蓄
性
向
同
様
l
景
気
変
動
に
よ
っ
て
変
化
し
、
「
長
期
的
に
も
短
期
的
に
も
一
定
の
常
数
で
は
な
い
」
乙
と
が
注
意
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
然
し
て
斯
か
る
深
長
さ
に
お
い
て
こ
そ
(
限
界
)
輸
入
性
向
は
、
貿
易
差
額
決
定
の
基
礎
た
る
役
割
を
果
し
得
る
の
み
な
ら
ず
、
一「
各
国
の
景
気
変
動
(
構
造
変
動
、
或
は
恐
慌
を
含
む
)
を
他
の
諸
国
に
敏
感
に
伝
え
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
役
割
」
を
も
果
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
国
際
的
な
景
気
変
動
の
波
及
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
」
得
る
l
l即
ち
外
国
貿
易
乃
至
国
際
貿
易
の
現
象
、
論
理
双
方
に
中
「
殊
に
今
日
の
ア
メ
リ
カ
の
如
く
、
世
界
所
得
の
半
分
と
い
う
膨
大
な
部
分
の
集
中
心
的
な
役
割
を
演
ず
る
乙
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
例
え
限
界
輸
入
性
向
が
大
な
る
も
の
で
な
く
と
も
、
(
事
実
は
極
め
て
小
で
あ
る
)
増
減
す
る
所
得
そ
の
も
の
が
他
国
に
比
し
極
め
て
大
な
る
故
、
限
界
輸
入
性
向
を
乗
じ
て
導
出
さ
れ
る
輸
入
の
増
減
も
非
常
な
巨
額
に
の
ぼ
る
こ
と
が
期
待
し
て
い
る
間
に
あ
っ
て
は
、
さ
れ
る
。
」
l
l換
言
す
れ
ば
ア
メ
リ
カ
の
景
気
の
動
向
が
、
輸
入
性
向
、
輸
入
成
長
ρ
又
は
輸
出
成
長
を
通
じ
て
世
界
全
体
に
及
ぼ
す
影
響
は
ま
さ
に
圧
倒
的
、
支
配
的
で
あ
り
、
極
め
て
大
な
る
も
の
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
界
は
風
邪
を
ひ
く
。
」
「
ア
メ
リ
カ
が
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
、
世
輸
出
成
長
率
を
決
定
す
る
最
も
重
要
な
原
理
一
五
五
経
営
と
経
済
0.17 イギリス
0.25 
0.117 
小
島
清
「
国
際
経
済
の
理
論
」
現
代
の
経
済
原
論
昭
和
二
五
年
二
三
人
頁
昔、H
本|
乙
れ
よ
り
簡
単
な
図
表
を
作
成
す
れ
ば
|
|
濠
日
イギリス∞
毒事入院長平
2.9 
7'Jリ力的
、..jj¥差額(t)
ー白出戚長率
(1昆~)
アメ 'Jnの
綿入販畏.f.
主
-'-/、
両
度
大
戦
の
期
間
に
お
け
る
主
要
国
の
限
界
輸
入
性
向
は
上
の
通
(
註
泊
)
り
で
あ
る
。
輸
出
性
向
が
単
位
当
り
等
し
く
与
え
ら
れ
て
い
た
場
合
、
仮
定
)
「
若
し
ア
メ
リ
カ
が
:
:
:
他
の
国
々
の
平
均
以
上
に
一
層
進
歩
的
な
ら
ば
」
、
限
界
輸
入
性
向
そ
の
も
の
が
変
化
せ
ぎ
る
限
り
、
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
差
額
が
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
差
額
と
等
し
く
な
る
乙
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
。
む
し
ろ
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
両
者
の
「
懸
隔
は
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
」
で
あ
ろ
う
。
就
中
経
済
規
模
が
大
き
い
反
面
、
輸
入
性
向
が
極
め
て
小
な
る
ア
メ
リ
カ
の
如
に
あ
っ
て
所
得
成
長
の
大
な
る
場
合
に
は
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
世
界
各
国
の
輸
出
成
長
率
乃
至
輸
出
性
向
を
平
均
し
て
著
し
く
小
な
ら
し
め
、
従
っ
て
そ
の
他
の
諸
国
の
貿
易
差
額
は
一
層
負
へ
の
事
離
の
傾
向
を
大
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
他
面
(
供
給
面
)
「
一
方
的
に
生
産
力
と
生
産
能
率
を
著
し
く
高
め
て
、
今
や
比
類
な
き
経
済
的
地
位
を
も
つ
に
至
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
巨
大
な
投
資
活
動
」
ー
ー
ー
ア
メ
リ
カ
自
体
に
お
け
る
生
産
力
の
量
及
び
質
両
面
に
お
け
る
独
走
的
拡
大
の
傾
向
は
、
そ
の
買
手
独
占
的
な
地
位
を
強
化
す
べ
く
、
ア
メ
リ
カ
の
競
争
力
を
急
速
に
高
め
、
従
来
に
も
増
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
輸
入
需
要
を
国
内
品
へ
の
需
要
に
ー
ー
そ
の
他
の
諸
国
の
国
内
品
へ
の
需
要
を
ア
メ
リ
カ
商
(
註
竹
)
品
へ
の
輸
入
需
要
に
転
換
)
せ
し
め
る
。
(
代
替
効
果
換
言
す
れ
ば
ア
メ
リ
カ
の
限
界
輸
入
性
向
を
一
層
小
に
(
ハ
ロ
ッ
ド
の
場
合
、
(
註
也
)
輸
入
性
向
が
小
な
る
程
、
所
得
創
出
力
l
乗
数
効
果
は
大
で
あ
る
)
lー
そ
の
他
の
諸
国
の
限
界
輸
入
性
向
を
一
層
大
と
な
ら
し
め
る
。
そ
の
場
合
「
単
位
当
り
の
生
産
性
が
ア
メ
リ
カ
に
於
て
他
国
よ
り
も
急
速
に
高
ま
る
」
こ
と
、
「
他
の
国
以
上
に
進
歩
的
に
成
長
す
る
(
註
怜
)
こ
と
」
、
即
ち
ア
メ
リ
カ
の
所
得
成
長
の
テ
ン
ポ
の
速
い
こ
と
(
動
因
は
主
と
し
て
技
術
革
新
に
よ
る
)
が
|
|
生
産
函
数
の
変
化
を
(
註
け
門
)
伴
い
つ
つ
l
l却
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
「
物
価
を
他
国
よ
り
低
落
さ
せ
'
一
(
価
格
効
果
)
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
を
所
謂
H
程
度
u
以
上
に
、
即
ち
各
国
の
平
均
以
上
に
増
大
せ
し
め
る
傾
向
に
i
他
の
諸
国
の
輸
出
を
、
更
に
は
当
該
国
の
投
資
を
、
生
産
力
を
い
「
時
の
経
過
と
(
註
旬
)
共
に
:
:
:
累
進
的
に
」
逼
塞
せ
し
め
る
。
換
言
す
れ
ば
世
界
貿
易
を
萎
縮
せ
し
め
る
保
護
主
義
乃
至
貿
易
制
限
と
全
く
同
様
の
弊
害
を
(
註
惜
)
招
く
l
lい
わ
ば
「
生
産
力
効
果
」
と
も
い
う
べ
く
|
|
或
る
種
の
重
大
な
作
用
(
ハ
ロ
ッ
ド
の
第
二
の
原
理
、
第
三
の
原
理
の
拡
大
解
釈
?
|
|
比
較
生
産
費
の
動
態
化
)
の
あ
る
乙
と
が
就
中
銘
記
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
|
|
「
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
が
増
加
し
ヨ
i
ロ
ッ
パ
の
輸
出
が
相
対
的
に
減
少
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
経
済
が
相
対
的
に
急
速
に
進
歩
し
た
こ
と
、
関
聯
し
て
い
た
し
、
お
そ
ら
く
主
と
し
て
そ
れ
に
負
う
て
い
た
。
進
歩
緩
慢
な
国
は
、
労
賃
と
枚
入
を
維
持
し
な
が
ら
物
価
を
引
き
下
げ
得
る
進
歩
の
急
激
な
国
と
競
争
す
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
つ
け
ら
れ
る
の
は
普
通
の
こ
と
で
あ
る
。
進
歩
の
緩
慢
な
国
は
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
駈
立
て
ら
る
場
合
、
れ
て
、
技
術
の
進
歩
と
投
資
を
氾
喪
き
せ
、
結
局
経
済
的
沈
滞
〔
p
t
v
p
h
又
は
の
の
傾
向
〕
に
お
ち
込
む
に
ろ
う
と
い
う
こ
と
(
註
行
)
は
納
得
出
来
る
様
に
思
わ
れ
る
。
」
斯
く
し
て
本
稿
は
|
|
l
ハ
ロ
ッ
ド
の
所
謂
「
所
得
効
果
」
に
つ
い
て
は
勿
論
、
そ
の
他
価
格
効
果
、
生
産
力
効
果
(
三
効
果
は
不
可
分
離
な
関
係
に
あ
る
)
に
つ
い
て
さ
え
も
ー
ー
ー
ハ
ロ
ッ
ド
(
或
は
所
得
効
果
説
一
派
)
と
は
全
く
正
反
対
の
命
題
乃
至
結
論
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
。
輸
出
成
長
率
を
決
定
す
る
最
も
重
要
な
原
理
一
五
七
経
蛍
と
経
済
一
五
人
従
っ
て
若
し
斯
様
な
証
明
(
い
う
な
れ
ば
H
文
学
的
証
明
H
か
)
に
し
て
正
し
い
な
ら
ば
、
な
仕
方
で
そ
の
前
提
乃
至
基
本
的
仮
設
に
大
き
く
修
正
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
し
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
む
し
ろ
ハ
ロ
ッ
ド
の
第
一
原
理
が
新
た
に
深
化
さ
れ
、
一
般
化
さ
れ
、
活
用
さ
れ
る
と
共
に
、
現
実
の
事
態
を
無
理
に
歪
出
し
た
弁
明
も
明
か
に
不
用
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
今
度
は
逆
に
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
差
額
が
優
利
に
在
る
(
将
来
は
問
わ
ず
)
こ
と
を
容
易
に
、
し
か
も
「
偏
見
を
懐
く
ハ
ロ
ッ
ド
の
第
一
原
理
は
文
字
通
り
自
然
こ
と
な
く
」
説
明
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
(註
1
)
z
m，ロロ仏
ω
E
g
g
-
E
8
0
E
Z
σ
ユロ
E
F
-
-乙
の
言
葉
は
国
際
通
貨
基
金
協
定
の
第
四
条
第
五
項
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
斯
か
る
不
均
衡
ぞ
集
約
的
に
表
現
し
た
一
例
が
「
ド
ル
不
足
」
問
題
で
あ
る
。
(註
2
)
出
ω
ロO
向
日
υ
F
E
-
-
P
コ
プ
訳
一
四
九
頁
。
「
戦
後
の
世
界
が
、
貿
易
の
自
然
的
な
流
れ
を
盃
め
る
ご
と
き
制
限
や
特
殊
の
措
置
に
よ
っ
て
悩
ま
さ
れ
て
き
た
」
(
傍
点
筆
者
γー
ー
と
い
う
の
が
他
の
諸
点
に
つ
い
て
も
同
様
「
国
際
経
済
学
」
以
来
ハ
ロ
ッ
ド
の
一
貫
し
た
信
念
、
態
度
で
あ
る
。
(
国
ω
円円。仔
z
z
g
m
H
E巳
一
明
。
。
ロ
0
・
s-2・
日
本
語
版
へ
の
序
言
、
並
び
に
第
六
章
「
貿
易
差
額
」
参
照
)
ハ
ロ
ッ
ド
が
H
自
然
的
d
と
い
う
時
、
古
典
派
的
意
味
に
お
け
る
国
際
牧
支
の
自
動
的
均
衡
へ
の
信
頼
が
あ
る
乙
と
は
一
応
当
然
と
し
て
、
そ
れ
を
更
に
皮
肉
に
穿
つ
な
ら
ば
、
古
典
派
間
由
貿
易
論
の
象
徴
す
る
嘗
つ
て
の
「
目
、
没
す
る
こ
と
な
き
」
大
英
帝
国
の
栄
光
へ
の
P
年
寄
り
H
じ
み
た
執
念
と
夢
が
あ
る
ζ
と
、
従
っ
て
そ
の
地
位
に
と
っ
て
代
つ
た
新
参
の
成
上
り
者
ア
メ
リ
カ
へ
の
忌
々
し
き
の
念
が
あ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
万
更
推
測
し
得
な
い
乙
と
で
も
な
い
。
悶
話
休
問
。
(註
3
)
し
か
し
、
吾
国
に
お
い
て
も
そ
う
万
あ
る
如
く
、
通
常
掃
過
さ
れ
、
或
は
「
高
業
政
策
の
累
進
的
自
由
化
」
と
し
て
奇
司
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
要
請
さ
れ
来
っ
た
の
は
、
輸
出
補
助
金
で
な
く
、
伝
統
的
な
高
率
関
税
に
つ
い
て
で
あ
る
。
「
こ
の
場
合
、
自
由
化
の
う
%
に
は
単
に
悶
税
率
の
み
な
ら
ず
、
免
責
条
項
、
関
税
法
規
、
輸
入
数
量
制
限
、
海
霊
法
規
、
『
ア
メ
リ
カ
品
購
入
』
法
そ
の
他
一
切
の
J
H
の
を
含
む
よ
(
0
・
冨
号
。
。
.
z
m
m口
、同，
zd弓
2
5
ロ。
-
E門
司
円
。
E
o
s
-
品目吋・
M
M
・ω
吋
∞
)
同
様
観
点
か
ら
「
ド
ル
不
足
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
関
税
お
よ
び
そ
の
商
業
政
策
の
責
任
を
強
調
す
る
」
も
の
と
し
て
国
与
2-o同
一
の
円
。
唱
え
F
S円
四
切
巴
8
2
2
5巾
君
。
ユ
仏
吋
E
円同
0・
同
町
H
O
D
ω
-
2
M
F・ω件。ロ。
H
g
c
mロ
g
-
F
0
2
2
0・
3
勾
・
が
あ
る
。
(註
4
)
出
ω
σ
2
-
O
R
・Avo-
ω
叫
ω-。
=
ω
m
o
y
-
-
E
ω
・
開
・
回
目
己
的
作
品
J
F
)円
。
百
ロ
明
。
。
ロ
。
B
K
司。
z
n
u『向。円
5
0
C
E
Z円四
ω
z
z
y
s
h干∞・司・
お
ωlhア
(註
5
)
「
戦
後
の
西
ヨ
1
ロ
ッ
バ
の
経
済
危
機
は
第
二
次
大
戦
に
よ
っ
て
爆
発
し
た
が
、
そ
れ
は
前
世
紀
末
に
既
に
知
覚
せ
ら
れ
、
第
一
次
大
戦
並
び
に
一
九
二
九
l
l一
O
年
の
不
況
の
結
果
に
よ
っ
て
加
重
せ
ら
れ
た
諸
傾
向
を
破
局
的
な
頂
点
に
も
た
ら
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
o
」
(
戸
∞
ω-
z
c
m
q
吋
宮
口
己
Z
円
ロ
ユ
丘
目
"
の
ω
5
2
8仏
ロ
ロ
円
0・
a
m
0
・
P
3
1
1即
ち
「
同
際
経
済
関
係
は
三
0
年
代
に
既
に
無
理
な
状
態
に
あ
っ
た
。
戦
前
の
通
貨
に
関
す
る
困
難
と
貿
易
制
限
の
増
加
と
は
、
主
と
し
て
不
況
に
関
聯
し
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
今
日
も
備
乙
の
情
勢
の
基
調
を
な
し
て
い
る
長
期
変
動
は
、
そ
の
時
既
に
起
っ
て
い
た
の
だ
。
」
(
当
・
「
斗
ぎ
弓
円
、
吋
g
r
-
E
P
C吋
三
g
F
S
2・
訳
二
七
l
入
頁
)
も
っ
と
も
ド
ル
不
足
の
概
念
乃
至
起
源
(
時
期
に
つ
い
て
は
二
大
戦
間
期
と
す
る
の
が
多
数
意
見
で
あ
る
が
)
に
つ
い
て
は
特
に
↓
定
し
た
見
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
(
開
・
出
。
片
岡
田
3
2一
口
。
ロ
ω円
ω
E
2
g
m
0・
邑
m∞
参
照
)
し
か
し
ド
ル
不
足
問
題
が
よ
り
根
本
的
に
「
諸
国
民
経
済
の
長
期
的
趨
勢
の
う
ち
に
内
在
し
て
い
た
」
乙
と
は
|
|
ハ
1
パ
ラ
1
等
価
格
効
果
論
者
の
少
数
反
対
意
見
が
あ
る
と
し
て
も
|
|
事
実
上
明
白
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
殊
に
キ
ン
ド
ル
バ
1
ガ
1
の
如
き
は
、
ド
ル
不
足
問
問
の
長
期
趨
勢
的
側
面
影
一
重
視
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
特
に
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
は
、
「
そ
の
資
本
を
消
費
し
、
信
用
を
湘
一
渇
せ
し
め
て
、
暫
時
は
平
穏
或
い
は
不
穏
な
老
衰
の
う
ち
に
生
き
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
つ
い
に
は
再
び
後
進
国
と
し
て
発
展
の
機
の
熱
す
る
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
か
も
し
れ
な
い
」
ー
ー
と
ま
で
極
言
し
て
い
る
。
(
同
時
ロ
巳
与
2
常時一
F
E
-
-
P
A
ω
∞
・
訳
一
六
九
l
七
O
頁
)
(註
6
)
小
島
「
ド
ル
不
足
の
問
題
点
」
世
界
経
済
一
九
四
九
年
九
月
号
。
近
く
は
蕗
井
「
ド
凡
不
足
問
嗣
」
国
民
経
済
雑
誌
第
一
O
O巻
第
一
号
参
照
。
(註
7
)
「
多
く
の
ド
ル
不
足
論
者
法
山
ロ
ッ
ド
の
右
の
原
理
に
ふ
れ
る
こ
と
な
く
、
恕
一
拐
を
他
に
求
め
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
つ
に
ば
ハ
ロ
ツ
ド
の
右
の
著
書
が
成
長
理
論
を
主
題
に
し
た
も
の
で
、
ド
ル
不
足
問
題
に
は
閲
読
す
る
程
度
で
一
一
層
の
展
開
を
し
な
か
っ
た
た
め
、
ま
た
二
つ
輸
出
成
長
率
を
決
定
す
る
最
も
重
要
な
原
理
一
五
九
経
営
と
経
済
二九
O
に
は
ハ
ロ
ッ
ド
ば
そ
の
成
長
理
論
に
お
い
て
は
技
術
進
歩
の
中
立
性
を
仮
定
し
て
い
る
に
対
し
、
多
ど
の
ド
ル
不
足
論
者
F
と
く
に
ヒ
ツ
グ
ス
J
は
技
術
進
歩
そ
れ
自
身
令
問
題
に
し
て
い
る
こ
と
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
o
」
(
藤
井
、
前
掲
論
文
)
(註
8
)
ド
ル
不
足
問
題
も
、
そ
の
源
流
に
お
い
て
は
と
も
か
く
、
そ
の
理
論
的
情
織
さ
そ
加
え
る
に
従
い
、
乙
の
問
題
本
来
の
現
実
的
地
盤
そ
失
い
、
論
議
が
形
式
的
厳
密
さ
の
中
に
空
転
し
去
っ
た
こ
と
、
文
字
通
り
「
純
粋
理
論
」
に
終
っ
た
こ
と
(
例
え
ば
出
・
。
・
τFロ由。ロ
H
E同
O
B
E
-
-
。
ロ
丘
、
吋
E
仏
巾
吉
島
明
。
。
ロ
。
s
r
の
3
4
z
y
s
m∞
・
副
題
己
ロ
E
2
E
司
z
g
同，
F
o
。
『
可
)
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
。
か
の
痛
烈
な
る
調
刻
、
「
彼
は
余
り
に
多
く
喋
っ
た
。
語
る
べ
き
何
も
の
も
な
か
っ
た
か
ら
」
|
!
と
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
れ
が
本
稿
の
細
か
な
念
願
の
一
つ
で
も
お
る。
(註
9
)
ハ
ロ
ッ
ド
に
お
け
る
が
如
き
「
単
な
る
経
済
の
成
長
」
(
シ
ユ
ム
ペ
l
タ
1
)
1
1
「
経
済
の
成
長
と
は
単
に
そ
れ
が
大
き
く
な
っ
て
ゆ
く
ζ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
資
源
の
利
用
規
模
や
生
産
物
の
産
出
高
を
増
大
さ
せ
る
乙
と
で
あ
る
。
し
か
し
も
っ
と
重
要
な
の
は
生
産
に
携
る
人
の
数
や
そ
の
労
働
時
間
以
上
に
産
出
高
が
増
加
す
る
乙
と
1
1
t
つ
ぎ
わ
一
人
当
め
の
産
開
高
門
生
産
力
〕
と
そ
の
人
々
の
生
活
水
準
の
上
昇
が
起
る
乙
と
ー
ー
で
あ
る
。
乙
れ
は
生
産
方
法
の
変
化
l
|
経
済
の
主
要
な
逝
程
に
お
い
て
そ
の
具
体
的
な
面
や
能
率
的
こ
般
的
性
格
と
は
別
な
)
に
変
化
が
起
る
乙
と
に
よ
る
が
:
:
:
そ
の
う
え
乙
れ
ら
の
変
化
に
は
経
済
構
造
の
変
化
:
:
:
も
含
ま
れ
る
。
」
|
i構
造
に
即
し
て
生
産
力
が
形
成
せ
ら
れ
、
乙
れ
が
所
得
乃
至
所
得
成
長
と
し
て
顕
現
す
る
。
(
〉
-
H
・∞円。
5
M
H
H
5
8内
E
n妥
当
件
。
吾
∞
君
。
ユ
門
日
開
。
。
ロ
O
E
ア
s
m∞・司・
4
A
・
訳
七
l
人
頁
。
1
1
本
書
は
「
経
済
成
長
の
諸
原
因
に
関
す
る
偉
大
な
貢
献
を
な
し
た
ア
i
サ
i
・
ル
イ
ス
教
授
の
研
究
」
な
「
拠
り
所
」
と
し
て
い
る
)
(
註
叩
)
二
大
戦
間
期
の
合
衆
国
の
数
字
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
「
チ
ヤ
ン
グ
の
高
い
数
字
(
O、
O
七
)
と
か
、
移
動
可
能
な
商
品
の
生
産
に
関
聯
し
て
の
み
測
定
さ
れ
た
ド
1
ぺ
1
の
O
、
O
九
三
一
一
と
か
、
更
に
ヒ
ン
シ
ョ
ウ
の
数
字
(
O、
O
四
ご
と
か
の
、
い
づ
れ
そ
利
用
し
た
と
し
て
も
、
他
の
ど
の
国
よ
り
も
著
し
く
低
い
。
」
(
何
百
E
5
2
m
O
R
E
E
-
-
戸ム
0
・
訳
五
一
頁
)
も
っ
と
も
ソ
聯
だ
け
は
唯
一
の
例
外
で
あ
る
口
(
註
竹
)
所
詰
輸
入
バ
イ
ア
ス
論
i
l
「
ア
メ
リ
カ
の
生
産
力
の
質
、
量
両
面
の
発
展
が
所
得
効
朱
と
し
て
輸
入
需
要
を
培
す
以
上
に
、
輸
入
品
そ
れ
自
(
前
掲
〕
を
主
要
体
に
代
替
し
て
行
く
傾
向
の
あ
る
と
乙
ろ
に
弗
不
足
の
真
の
問
問
性
が
あ
る
o
」
(
藤
井
「
同
際
経
済
不
均
衡
の
視
点
」
J
(
註
吃
)
小
島
「
世
界
貿
易
上
の
諸
問
貯
」
エ
コ
ノ
ミ
ス
k
(
一
九
四
九
竿
〕
別
冊
っ
(
註
叩
)
国
民
円
。
円
四
一
F
E
-
-
P
J
D
U
・
訳
↑
四
六
頁
。
(
註
叫
)
】
・
河
-
E呉羽一
E
〉ロ
H
Eロぬロ
z
-
F
0
2
Z円
0・
=
。
M
F
E
開
円
。
ロ
。
日
片
句
者
。
門
出
w】ロロ
o
S
3
・
「
若
し
生
産
要
烹
へ
の
報
酬
が
一
般
に
一
人
当
り
の
常
時
高
ほ
J
急
速
に
は
憎
加
し
、
な
け
れ
ば
、
ι
阜
商
、
日
義
的
叫
益
dy
得
て
海
外
に
販
売
す
る
乙
と
の
で
き
る
財
貨
の
範
閉
は
、
乙
の
開
由
に
よ
っ
て
情
犬
す
る
で
あ
ろ
う
。
輸
出
は
凡
民
所
得
上
h
よ
急
速
に
地
加
し
従
っ
て
貿
易
差
額
ば
増
加
す
る
傾
向
守
も
つ
で
あ
ろ
う
」
と
。
(
出
2
2門回一
F
E
-
-
司
・
二
0
・
訳
一
四
八
頁
)
し
か
し
ハ
ロ
ッ
ド
の
場
合
、
「
静
態
分
肝
の
場
合
と
同
亡
く
一
つ
の
制
限
条
件
が
お
る
よ
即
ち
貿
易
士
一
九
割
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
丸
が
「
同
然
的
叱
長
率
G
以
下
に
引
下
げ
ら
れ
れ
ば
イ
ン
フ
レ
l
手
ヨ
シ
状
主
へ
の
慢
性
的
な
傾
向
が
生
れ
、
そ
し
て
静
態
分
析
の
場
合
と
同
様
の
原
叩
に
よ
っ
て
輸
出
の
成
長
は
制
限
そ
受
け
、
貿
易
宍
額
が
さ
ら
に
増
六
す
る
の
そ
妨
げ
る
」
ζ
と
ー
ー
で
あ
る
。
五
回
コ
。
己
ニ
z
p
w
p
コD
l二
・
訳
一
四
人
頁
)
「
潜
在
的
生
産
力
の
成
長
率
は
、
そ
の
出
の
貿
易
差
額
の
増
大
そ
制
限
す
る
乙
と
に
決
定
的
な
効
呆
な
及
ぼ
す
」
と
。
し
か
し
乙
の
場
合
注
意
さ
る
べ
き
は
、
ハ
ロ
ッ
ド
が
飽
迄
枝
術
を
中
立
的
と
仮
定
し
て
い
る
と
と
i
事
実
土
技
術
草
新
の
効
呆
(
生
産
力
の
憎
さ
を
無
視
し
て
い
ハ
ロ
ッ
ド
も
一
一
一
口
う
、
る
乙
と
ー
ー
で
あ
る
。
(
註
行
)
同
・
出
・
司
王
宮
自
由
二
d
n
oロ
。
自
仙
の
皆
ω
E
ロミ
E
5
0
5。仏
2
ロ
巧
2Ew--ω
片
山
自
問
】
宮
。
ョ
。
ユ
巳
F
2
2
2
w
z。4
・
3
m
M
・
(
註
刊
)
「
生
産
力
効
呆
説
」
|
|
生
産
力
効
果
に
よ
っ
て
真
に
同
際
警
の
困
難
即
ち
ド
ル
不
足
が
解
決
さ
れ
る
と
み
る
o
「
古
く
は
リ
ス
ト
に
み
ら
れ
る
幼
稚
産
業
保
護
論
は
乙
の
説
の
源
泉
で
あ
る
よ
生
産
力
(
資
源
一
単
位
当
打
産
出
高
)
が
問
題
に
な
る
場
合
、
生
産
条
件
(
生
産
桔
浩
)
就
中
技
術
(
生
産
方
法
)
如
何
が
決
定
的
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
o
l
-
-
「
貿
易
が
担
術
的
優
位
令
も
つ
悶
に
舵
き
つ
け
ら
れ
る
乙
と
、
叉
産
業
革
命
の
初
期
に
か
L
る
持
術
的
優
位
そ
握
っ
て
い
た
ヨ
1
ロ
ッ
バ
諸
国
か
ら
多
く
の
産
業
に
関
す
る
ζ
の
優
位
が
ア
メ
リ
カ
ヘ
移
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
疑
い
な
輸
出
成
長
率
を
決
定
す
る
最
も
重
要
な
原
理
一
六
経
営
と
経
済
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
(
吋
ぎ
号
・
F
E
-
-
訳
二
九
頁
)
そ
の
結
果
、
「
ヨ
1
ロ
ッ
バ
諸
国
の
産
業
構
造
が
類
似
的
で
あ
る
」
に
反
し
、
ア
メ
リ
一
六
カ
の
み
が
高
度
異
質
的
l
l著
し
く
高
い
生
産
力
を
も
っ
て
い
る
、
換
言
す
れ
ば
「
ア
メ
リ
カ
と
他
の
世
界
諸
国
を
一
ユ
ニ
ッ
ト
に
し
た
も
の
と
が
対
抗
し
て
い
る
」
、
と
い
う
が
如
く
国
際
経
済
構
造
自
体
が
調
和
性
、
補
完
性
そ
失
う
に
至
っ
た
。
|
|
斯
か
る
国
際
間
の
生
産
構
造
の
不
調
和
ロ
ロ
Z
-
2
2仏
国
昨
日
己
ロ
円
。
(
A
-
H
ハ
ン
セ
ン
の
語
)
を
最
も
強
調
す
る
の
が
パ
ロ
ウ
で
あ
る
。
彼
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
ド
ル
不
足
を
解
消
す
る
に
は
、
巨
大
な
生
産
力
と
競
争
力
を
も
っ
ア
メ
リ
カ
に
対
抗
し
得
る
程
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
ブ
ロ
ツ
グ
の
樹
立
|
|
地
按
的
な
長
期
相
互
購
買
協
定
そ
の
他
の
特
恵
協
定
ー
ー
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
(回
ω-
。ロぬ町一
Z
J「
zo
ロロ伊丹ぬ【凶
ωだ
存
命
的
ω
ロ円四円ロ件。円ロ
ω
立。ロ
ω-
開。。ロ。
BFn
開
G
E
-
-
E
Z
E
J
Z
E円
円
戸
田
包
J
司
0
2石
ロ
開
。
。
ロ
。
B
K
2
-
5
問
。
円
神
宮
口
三
宮
島
ω
z
g
p
J
U
#∞
)
|
|
パ
ロ
l
は
ま
さ
に
リ
ス
ト
の
現
代
版
で
あ
る
。
(
註
仔
)
吋
ぎ
弓
L
E
P
・
訳
二
九
頁
。四
(註
1
)
更
に
は
輸
出
が
大
で
あ
り
得
る
の
か
。
世
界
的
「
(註
2
)
ド
ル
不
足
」
を
生
ぜ
し
め
た
そ
の
圧
倒
的
に
巨
大
な
生
産
力
の
謎
は
那
辺
に
覆
在
す
る
の
か
。
経
済
(
学
)
的
な
問
題
或
は
そ
の
現
象
面
に
関
す
る
限
り
、
そ
れ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
は
如
何
に
し
て
そ
の
様
に
輸
入
性
向
が
著
し
く
小
で
あ
り
、
こ
れ
は
主
と
し
て
次
の
様
な
原
因
|
|
自
然
的
社
会
的
条
件
に
帰
せ
ら
れ
よ
う
。
(註
3
)
ア
メ
リ
カ
は
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
土
地
を
含
む
資
源
が
豊
富
で
あ
る
。
即
ち
面
積
は
大
で
あ
り
、
(註
4
)
人
口
の
密
度
は
小
、
天
然
資
源
が
豊
富
且
つ
多
様
(
例
え
ば
亜
熱
帯
産
物
き
え
含
む
)
で
あ
る
。
ω
膨
大
な
園
内
市
場
に
支
え
ら
れ
、
資
源
、
労
働
、
資
本
を
最
も
有
効
に
利
用
す
べ
く
、
重
工
業
な
ど
の
高
度
工
業
を
中
心
に
農
業
(註
5
)
商
業
の
大
規
模
な
経
済
体
制
l
l能
率
の
極
め
て
高
い
多
角
的
産
業
構
造
(
巨
大
な
独
占
体
)
を
完
備
せ
し
め
て
い
る
。
|
|
所
謂
「
産
業
資
本
の
典
型
的
な
完
成
」
が
そ
こ
に
あ
る
。
「
資
本
主
義
的
生
産
の
法
則
は
、
生
産
方
法
の
不
断
の
改
革
と
、
生
産
規
模
の
無
限
の
拡
大
で
あ
る
よ
(
レ
i
ニ
ン
)
即
ち
、
斯
か
る
事
態
も
結
極
「
技
術
的
革
新
者
」
た
る
ア
メ
リ
カ
(
国
民
)
|
|
フ
ロ
ン
テ
ィ
ヤ
精
神
に
満
ち
満
ち
た
ー
ー
が
(
シ
ュ
ム
ベ
l
タ
ー
に
よ
っ
て
そ
の
表
現
を
与
え
ら
れ
た
如
く
)
新
機
軸
、
新
技
術
を
従
横
に
適
用
し
て
そ
の
生
産
力
を
著
し
く
高
め
て
来
た
(3) 
結
果
に
他
な
ら
な
い
o
l
-
-
「
ア
メ
リ
カ
の
技
術
進
歩
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
優
れ
て
い
る
結
果
、
交
易
条
件
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
不
利
に
転
(註
6
)
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
生
活
水
準
の
実
質
的
低
下
を
ひ
き
お
こ
す
乙
と
は
考
え
ら
れ
う
る
乙
と
で
あ
る
o
」
ぜ
し
め
、
否
、
む
し
ろ
「
根
本
的
に
い
っ
て
世
界
的
な
慢
性
的
ド
ル
不
足
を
解
明
す
る
も
の
は
、
近
代
的
な
高
生
活
水
準
に
必
要
な
多
く
の
物
財
の
生
産
に
お
い
て
合
衆
国
が
技
術
的
に
卓
越
し
て
い
る
と
乙
ろ
に
あ
る
。
j
i
-
-
-
合
衆
国
は
種
々
の
生
産
財
と
消
費
財
と
を
殆
ん
ど
絶
対
的
と
云
え
る
程
の
価
格
的
品
質
的
優
位
に
お
い
て
生
産
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
他
の
諸
国
が
別
の
工
業
の
生
産
に
お
い
て
米
国
よ
り
優
れ
(註
7
)
て
い
る
優
位
の
範
囲
は
比
較
的
狭
小
で
あ
る
。
」
(註
8
)
従
っ
て
生
産
財
、
消
費
財
の
何
れ
に
つ
い
て
も
全
ん
ど
自
給
し
得
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
生
産
力
は
む
し
ろ
対
外
的
に
は
超
過
(4) 
(
。
〈
2
)
し
て
居
り
、
多
く
の
産
業
が
輸
出
に
適
性
を
発
揮
し
得
る
。
即
ち
い
か
な
る
競
争
国
よ
り
も
相
対
的
に
|
|
或
は
「
絶
対
的
と
云
え
る
程
の
」
有
利
な
価
格
を
以
て
売
り
得
る
巨
大
な
商
品
供
給
力
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
も
「
乙
れ
ら
は
ま
さ
し
く
全
世
界
が
欲
す
(註
9
)
る
商
品
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
製
品
は
到
る
と
こ
ろ
で
需
要
さ
れ
る
よ
(
註
叩
)
ω
そ
の
た
め
所
得
水
準
が
如
何
に
高
く
或
は
所
得
成
長
率
が
如
何
に
大
で
あ
る
と
も
対
外
輸
入
へ
の
依
存
度
を
極
め
て
小
と
な
し
得
又
輸
出
を
大
と
な
し
得
る
わ
け
で
あ
る
。
(
傾
向
的
過
少
輸
入
、
過
大
輸
出
)
以
上
(
要
約
す
れ
ば
)
|
|
，
「
他
の
西
欧
諸
国
に
比
し
て
ア
メ
リ
カ
の
大
き
い
乙
と
、
そ
の
広
大
な
国
内
市
場
、
そ
の
多
様
な
資
源
、
そ
の
相
対
的
な
自
給
自
足
体
制
、
そ
の
高
い
生
産
性
と
急
速
な
技
術
進
歩
が
世
界
貿
易
に
お
け
る
均
衝
化
へ
の
傾
向
よ
り
は
む
し
ろ
そ
れ
輸
出
成
長
率
そ
決
定
す
る
最
も
重
要
な
原
理
一
六
(
註
什
)
か
ら
の
事
離
の
傾
向
を
導
入
し
た
一
ー
ー
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
コ
経
蛍
と
経
済
一
六
四
(
註
也
)
斯
か
る
理
由
か
ら
「
ド
ル
不
足
」
を
解
決
す
べ
く
、
国
際
的
均
衝
を
維
持
す
べ
く
|
|
生
来
輸
入
性
向
が
そ
の
世
界
的
平
均
(
輸
出
性
向
)
よ
り
大
な
る
国
々
に
あ
っ
て
は
、
一
定
の
社
会
制
度
、
資
源
の
不
完
全
利
用
が
前
挺
さ
れ
て
い
る
限
り
l
l或
は
輸
出
品
産
業
(
ぷ
)
た
る
と
国
内
品
産
業
即
ち
輸
入
品
(
G
)
と
顕
在
的
潜
在
的
に
競
争
し
つ
¥
宰
ら
悶
内
市
場
の
た
め
に
生
産
す
る
産
業
(
註
泊
)
(
註
叫
)
、
、
、
、
(
註
行
)
一
般
的
に
次
の
様
な
構
造
的
施
策
が
要
請
さ
れ
る
紘
一
向
で
あ
る
c
(
戸
内
)
の
何
れ
た
る
と
を
問
わ
ず
、
)
 
2
E
 
(
 
公
共
事
業
を
主
体
と
し
た
1
l産
業
道
路
並
び
に
港
湾
、
連
河
の
整
備
、
新
設
に
よ
る
新
資
源
の
獲
得
。
こ
の
場
合
「
こ
の
獲
得
資
源
が
既
に
存
主
せ
る
か
否
か
ー
ー
そ
の
理
由
は
単
な
る
閑
却
か
、
又
は
そ
の
他
併
が
不
可
能
と
認
め
ら
れ
た
か
に
よ
る
で
あ
ろ
う
i
l
(
註
刊
山
)
或
は
そ
れ
が
初
め
て
創
り
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
は
敢
て
問
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
」
ω
新
技
術
、
新
生
産
万
法
1
1
1
1
一
逆
輸
制
度
」
そ
の
他
「
商
品
の
商
業
的
取
紋
い
に
お
け
る
新
万
法
を
合
む
」
i
の
採
用
。
就
中
費
用
函
数
の
大
.
伯
な
引
下
げ
。
波
び
に
代
終
日
削
乃
.h布
来
の
製
品
の
品
質
の
改
善
を
合
む
新
製
品
(
新
輸
出
品
)
の
創
山
っ
「
技
術
に
つ
い
て
は
、
単
に
技
術
的
知
識
や
熟
純
し
た
技
州
だ
け
で
な
く
、
大
規
制
全
業
を
組
織
す
る
能
力
、
労
働
を
管
理
し
た
り
、
管
即
さ
れ
た
り
(
許
行
)
す
る
能
力
:
:
:
を
も
合
む
よ
う
に
政
広
義
に
解
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
ド
。
一
。〈U
石
炭
、
鉄
鋼
、
石
油
、
軽
金
属
等
を
中
心
と
し
た
主
要
産
業
組
織
の
新
制
成
。
資
本
の
迂
回
化
。
又
は
与
問
化
。
l
l産
業
の
相
互
述
閲
(
〈
2
E
=旦
ω
仏
ω
門
司
王
Z
E
P思
考
巴
ぬ
。
「
例
え
ば
ト
ラ
ス
ト
化
」
独
十
日
化
。
資
本
規
2模
~.の
日巨
=大
空告化
v18 u 
n、、、~〆，、、
話完
備孟
産
川
経
営
者
幹
部
(
企
業
者
)
並
び
に
「
従
業
員
訓
練
計
画
の
改
善
を
ぷ
礎
と
し
た
ー
一
企
業
家
精
州
又
は
生
産
性
志
欲
の
向
上
、
符
理
技
術
乃
至
労
働
技
術
の
高
度
化
。
技
術
導
入
を
合
む
科
学
教
育
、
科
学
的
発
見
の
振
興
奨
励
。
(
註
旬
)
輸
出
産
業
生
産
力
の
強
化
に
よ
る
輸
出
品
単
位
当
り
の
輸
入
以
料
(
費
)
の
節
約
。
向。
開
拓
。
た
Y
し
こ
の
市
場
が
既
存
の
も
の
た
る
と
否
と
を
問
わ
な
い
よ
(
註
却
)
川
貨
幣
的
、
金
融
的
措
置
。
そ
の
他
。
(註
1
)
慎
重
な
市
場
調
査
か
ら
出
発
し
た
新
販
路
(
需
.
要
)
の
開
拓
。
「
当
該
産
業
部
門
に
従
来
末
だ
招
介
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
市
場
の
「
機
能
分
析
」
↓
「
構
造
分
析
」
。
マ
ル
グ
ス
経
済
学
の
場
合
は
例
外
と
し
て
i
i
「
近
代
終
泊
三
ば
、
例
え
ば
同
民
所
得
に
対
す
る
同
民
消
費
の
割
合
、
つ
ま
り
消
費
性
向
の
大
き
さ
は
何
故
乙
う
な
っ
て
い
る
か
:
:
:
と
い
う
様
、
な
問
削
の
研
究
は
社
会
学
等
の
他
の
学
問
領
域
に
属
す
る
乙
と
で
、
格
済
学
に
と
っ
て
は
そ
れ
ら
は
与
件
で
あ
る
と
考
え
、
只
与
え
ら
れ
た
消
費
出
向
・
:
:
・
が
れ
消
に
お
い
て
果
す
種
々
の
機
能
だ
け
を
分
析
す
る
o
」
(
岩
波
小
辞
典
「
経
済
学
」
コ
一
二
一
l
l
四
瓦
)
換
一
一
口
す
れ
ば
、
消
費
性
向
、
輸
入
性
向
等
i
l
「
陪
史
的
見
地
か
ら
も
地
理
的
見
地
か
ら
も
考
察
す
る
乙
と
が
で
き
る
」
1
1
1
は
所
詣
(
純
)
経
済
(
学
)
の
与
件
た
る
「
気
候
、
地
理
j
i
-
-
-
生
産
性
と
消
費
の
成
長
、
所
得
分
配
等
に
深
く
根
を
お
ろ
し
て
い
る
の
で
あ
る
c
」
(
阿
古
色
Z
Z円ぬ
2
ニ
z
p
w
p
コol--
訳
一
一
一
一
l
二
一
員
)
|
|
経
済
研
究
に
於
け
る
社
会
学
、
地
理
学
:
:
:
、
:
:
:
歴
史
、
統
計
:
:
:
と
り
わ
け
経
済
学
と
し
て
の
経
済
社
会
学
(
時
に
「
桔
浩
理
論
」
と
呼
ば
れ
る
)
の
存
在
理
由
が
|
|
限
界
が
あ
る
と
は
い
え
|
|
乙
L
に
あ
る
。
倍
、
経
済
と
そ
の
与
件
(
就
中
経
済
社
会
)
又
は
(
純
)
れ
済
学
と
(
経
済
)
社
会
学
、
各
々
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
|
|
北
野
熊
喜
男
「
経
済
社
会
の
構
造
分
析
」
昭
和
二
二
年
酒
井
正
三
郎
「
国
民
経
済
構
造
の
基
礎
理
論
」
昭
和
二
四
年
吋
-
H》
h
凶円印。口出
ωロ円四
Z
・
』
・
ω自
己
印
。
円
一
明
noロ。
B
U可
ωロ円四
ω
c
n
F
E
U『
(
」
U
印
白
)
〉
-FotZυ
明
。
。
ロ
。
B
-
2
ω
ロ門田
ω。
己
。
-
。
mu可
(
A
U
ω
印
)
或
は
拙
稿
「
経
済
学
の
方
法
」
(
六
甲
台
論
集
第
七
巻
第
一
号
、
第
八
巻
第
一
号
、
以
下
続
稿
予
定
)
参
附
。
同
様
、
な
考
え
方
を
開
放
体
系
貿
易
論
、
貿
易
政
策
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
が
、
藤
井
、
北
川
両
教
捷
で
あ
る
。
輸
出
成
長
率
そ
決
定
す
る
最
も
重
要
な
原
理
/¥  
五
一
六
六
(註
2
)
貿
易
現
象
、
殊
に
「
ド
ル
不
足
な
る
現
象
は
、
鰐
済
的
事
情
と
非
経
済
的
事
情
と
の
河
然
一
体
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
社
会
学
的
な
問
経
営
と
経
済
題
を
無
視
し
た
経
済
理
論
か
ら
の
展
開
で
は
、
限
界
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
c
」
例
え
ば
パ
ロ
ウ
に
よ
れ
ば
、
ド
ル
不
足
の
一
面
た
る
。
。
ロ
己
目
。
ロ
)
に
お
け
る
相
対
的
変
化
の
一
断
面
に
過
ぎ
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
経
済
的
地
位
の
悪
化
は
、
経
済
的
の
み
な
ち
ず
、
政
治
的
地
位
を
も
含
め
て
の
一
般
的
力
の
均
衡
(
∞
巳
。
ロ
m
v一
叶
E
O
U
。
-
Z円
わ
円
2
2
・
nω
ロ括的
ωロ仏
n
z吋
角
川
)
(ぬ
2
M
巾
ロ
ユ
旬
。
君
。
円
マ
ル
グ
ス
的
発
想
方
法
を
借
り
る
ま
で
も
な
く
|
|
一
体
経
済
と
政
治
、
殊
に
国
際
政
治
(
世
界
政
治
)
と
は
、
「
切
り
離
し
難
く
相
互
に
絡
み
合
っ
て
い
る
。
」
己
-Fω
岳
民
自
℃
2
0三
回
目
円
高
円
E
-
2
ヨ
自
己
ω。
己
巳
色
白
∞
凹
2
斗
∞
ヨ
参
照
)
し
か
し
両
者
の
混
治
は
飽
迄
避
け
る
べ
く
、
両
者
の
法
則
、
或
は
両
者
の
論
理
そ
原
理
上
(
世
界
観
叉
は
政
策
の
場
合
は
論
外
)
区
別
す
る
こ
と
は
絶
対
必
要
で
あ
る
。
原
理
上
?
即
ち
逆
に
い
っ
て
「
経
済
理
論
が
抽
象
的
で
あ
る
と
い
う
見
解
は
、
経
済
的
な
諸
事
象
が
経
済
的
諸
因
子
と
非
経
済
的
諸
因
子
と
の
合
成
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
乙
と
を
意
味
し
て
い
る
」
か
ら
に
他
な
ら
ぬ
。
(
司
釦
円
目
。
ロ
回
目
【
日
ω自
己
凹
2
一
F
E
-
-
P
M
・
訳
五
頁
)
(註
3
)
し
か
し
な
が
ら
「
資
源
」
は
、
吾
々
の
グ
常
識
H
に
反
し
、
多
分
に
相
対
的
な
、
或
は
む
し
ろ
極
め
て
ダ
イ
ナ
ミ
ツ
グ
な
存
在
乃
至
概
念
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
何
よ
り
「
資
源
の
総
量
は
、
技
術
の
明
白
な
画
数
で
あ
り
、
草
新
に
極
め
て
敏
感
で
あ
る
。
蓋
し
潜
在
的
資
源
は
、
嘗
っ
て
実
行
し
得
る
費
用
水
準
で
は
と
て
も
経
済
的
意
義
の
見
出
し
難
か
っ
た
様
な
発
明
、
発
見
を
利
用
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
増
大
せ
し
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
(
〉
-
p
c
§
2
H
a
h国
U
Z
ユg--EMu-片
己
目
。
ロ
印
。
同
吾
∞
叶
Z
。
門
司
。
同
開
。
。
ロ
。
B
r
U
0
4一己。℃
E
O
E
j
z
出
向
己
目
包
J
F
F
Z
5
3
Z
F
担
。
己
巳
目
立
g
Z
E
W
3
2
・
司
・
己
∞
・
訳
三
六
O
頁
)
同
様
論
理
を
、
経
済
地
理
学
の
立
場
か
ら
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
グ
な
「
資
源
」
論
と
し
て
展
開
し
た
も
の
と
し
て
、
開
・
当
・
N
-
5
5
2
B
S
R
君
。
円
E
M
N
O由
。
ロ
円
。
。
回
目
仏
宮
内
同
5
2
-
2・
昌
三
が
あ
る
。
乙
れ
は
(
余
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
が
)
所
謂
グ
素
人
d
に
も
理
解
さ
れ
易
い
内
容
の
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
独
自
の
勝
れ
た
方
法
を
用
い
て
い
る
。
(註
4
)
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
「
地
域
が
広
大
で
人
口
密
度
が
小
」
と
い
う
一
見
優
越
し
た
事
情
が
、
そ
の
実
、
資
源
獲
得
に
不
利
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ヤ
ツ
プ
を
負
わ
し
め
て
い
る
事
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
商
業
の
困
難
、
就
中
運
輸
の
問
題
が
乙
れ
で
あ
る
。
即
ち
ア
メ
リ
カ
の
生
産
地
乃
至
消
費
市
場
が
地
域
的
に
広
範
囲
に
亘
る
、
為
、
単
位
輸
送
量
に
対
す
る
生
産
者
叉
は
消
費
者
の
負
担
を
軽
減
す
ベ
く
大
量
輸
送
が
必
要
で
あ
る
こ
と
と
同
時
に
大
量
輸
送
は
そ
の
前
提
と
し
て
大
量
生
産
を
必
須
と
す
る
こ
と
ー
ー
で
あ
る
。
(
江
沢
譲
爾
「
ア
メ
リ
カ
資
源
論
」
昭
和
一
一
一
一
一
年
一
一
一
一
一
頁
)
換
言
す
れ
ば
ア
メ
リ
カ
の
生
産
構
造
の
特
色
た
る
「
犬
資
本
に
よ
る
大
経
営
、
機
械
化
、
犬
量
生
産
」
、
更
に
は
マ
ン
モ
ス
的
な
そ
の
「
消
費
構
造
」
或
は
巨
額
の
輸
出
等
の
如
き
、
出
一
一
か
通
説
的
乍
ら
i
l
そ
れ
ら
は
、
実
は
資
源
獲
得
に
不
利
な
ア
メ
リ
カ
の
自
然
的
条
件
乃
至
立
地
条
件
を
克
服
す
ベ
く
工
夫
さ
れ
た
も
の
と
も
換
言
出
来
る
の
で
あ
る
。
(Z巳
古
ロ
ω-
見
2
0
C
2
2
n
O
B
B
5
0
0口
、
吋
宮
皆
E
2・
ロ
刊
。
。
同
5
0
〉
B
2目
。
告
別
n
g。
ョ
ア
司
州
凶
『
仲
間
・
回
g
u
n
g司
ω
2
2
-
E片
y
A
U
ω
ω
・
参
照
)
1
1重
要
な
の
は
社
会
的
(
後
天
的
)
条
件
で
あ
る
口
社
会
的
条
件
1
1
科
学
、
技
術
、
資
本
文
は
「
そ
れ
ら
を
実
際
に
滴
用
す
る
た
め
の
イ
デ
ア
」
等
如
何
に
よ
っ
て
は
、
不
利
な
自
然
的
条
件
を
克
服
し
、
高
い
経
済
水
準
を
撞
ち
と
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
斯
か
る
意
味
で
ア
メ
リ
カ
と
対
照
的
な
他
の
一
例
が
「
天
恵
が
厚
い
と
は
い
え
な
か
っ
た
」
ス
イ
ス
の
場
合
で
あ
る
。
(
〉
・
2
0
m
r
F
O円四一円、
ω
ロ広明
0・
門
広
一
目
。
己
主
芯
ぷ
B
o
z
-
s
h干∞
)
「
独
占
の
需
要
事
情
や
費
用
事
情
は
、
完
全
競
争
の
制
度
下
で
同
一
産
業
が
も
っ
と
思
わ
れ
る
需
要
事
情
や
費
用
事
情
に
比
し
て
、
生
産
量
増
大
の
た
め
に
は
、
は
る
か
に
有
利
で
あ
る
。
」
(ω
各
ロ
E
H
V
2
2い
わ
者
伊
丹
巳
U
B
ω
。
巳
巳
Z
B
S仏
口
。
ョ
。
n
z
ミ
-
S当
・
第
二
版
序
文
)
(註
5
)
先
の
「
生
産
力
効
果
」
の
章
併
参
。
(註
7
)
間
宮
門
口
。
σ
2
m
o円
二
a
E
Z
E忠
吉
ロ
ω
z
h
oロ
主
ωミ
ω
Z
E
-
-
N
E
E
P
-
-
E
出
ω
2
2
0仏
J
句
。
凹
件
当
日
開
。
。
ロ
。
B
-
n
p。
E
O
B
Y
」宝
ω
・同
M
・
(註
6
)
切
包
O
ぬ
『
ニ
玄
円
四
J
P
A
ω
∞・
ω
吋∞
1
∞ロ・
「
ド
ル
不
足
」
問
題
も
今
日
で
は
一
応
終
止
符
が
打
た
れ
、
む
し
ろ
「
ド
ル
不
安
」
、
「
ド
ル
危
機
」
(
ド
ル
過
剰
)
が
問
題
と
な
り
つ
L
あ
同
州
・
叶
ユ
ロ
百
一
。
。
E
S
色
神
宮
口
。
己
ω
円
わ
ユ
巴
Y
A
U
m
O
)
1ー
も
っ
と
も
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
る
乙
と
衆
知
の
知
く
で
あ
る
。
(
例
え
ば
如
き
例
外
は
あ
る
。
今
日
の
事
態
が
果
し
て
ド
ル
の
危
機
で
あ
る
か
、
純
粋
な
し
か
も
趨
勢
的
な
「
経
済
的
不
均
衡
」
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
か
(
筆
者
は
多
分
に
懐
疑
的
で
あ
る
)
の
詮
議
は
と
も
か
く
と
し
て
、
今
日
来
ド
ル
不
足
問
題
を
め
ぐ
っ
て
き
た
え
ら
れ
た
貿
易
論
、
貿
易
政
策
の
方
法
、
乃
至
そ
の
論
議
を
契
機
と
し
た
理
論
的
進
歩
が
、
最
早
一
般
性
、
現
実
性
を
欠
く
も
の
と
し
て
そ
の
ま
L
不
毛
に
帰
す
と
は
到
底
輸
出
成
長
率
を
決
定
す
る
最
も
重
要
な
原
理
一
六
七
一
六
人
経
営
と
経
済
考
え
ら
れ
な
い
。
ド
ル
危
機
の
原
因
並
び
に
対
策
に
つ
い
て
も
同
様
の
方
法
が
活
用
さ
れ
得
る
筈
で
あ
る
。
例
え
ば
、
赤
松
要
教
授
は
本
(
註
)
の
引
用
に
お
け
る
キ
ン
ド
ル
パ
1
ガ
1
、
そ
の
他
所
謂
「
ド
ル
不
足
の
生
産
力
効
果
説
」
論
者
と
全
く
同
じ
論
法
ー
ー
ー
し
か
も
今
日
で
は
ド
ル
危
機
に
つ
い
て
の
一
般
説
|
そ
使
っ
て
簡
単
乍
ら
次
の
様
に
玲
へ
ら
れ
て
い
る
。
「
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
が
不
振
で
あ
る
か
。
第
一
に
、
ア
メ
リ
カ
の
革
新
的
技
術
が
西
欧
や
日
本
に
導
入
さ
れ
、
し
か
も
ア
メ
リ
カ
よ
内
安
い
賃
金
で
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
乙
と
で
あ
る
。
従
っ
て
ア
メ
リ
カ
商
品
が
売
れ
な
く
な
り
、
か
え
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
た
は
日
本
か
ら
の
輸
入
品
そ
買
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
.
乙
れ
が
ド
ル
不
安
の
一
つ
の
大
き
な
原
因
に
な
っ
た
の
で
あ
る
o
」
(
「
国
際
問
題
・
一
第
入
号
)
(註
8
)
合衆国の商品グループ別
輸入需要
|限界輸
商品類別 |入性向
0.002 
0.006 
0.011 
0.013 
0.008 
末加工食糧
加工食糧
料
仁3
口口
0.041 
p 
ロ
計
製
原
に↑.
製
と土，
フロ
之h
t:l 
回
出
・
国
百
叩
F
S
宅
一
開
口
ぬ
の
片
品
。
間
同
ロ
円
。
日
巾
(
U
F
ω
ロ
mmwmw
。
ロ
〉
5
2片
山
口
問
E
U
O
門
昨
日
。
円
C
c
c
a
ι
2
己
∞
2
〈
H
n
m
w
y
J
U
K
干∞・
(
未
刊
行
賞
書
)
間
百
円
日
-m
ヴ巾円
mo円一
F
E・
土
内
(註
9
)
国
自
由
。
ロ
一
〉
E
2片
山
w
z
m
o
Z
E
吾
0
4
司
2
E
開
。
。
ロ
O
B
〕
ご
芯
合
・
同
yam-
間
百
円
回
目
。
σ
2
m
m
h
F
E・
よ
打
。
(
註
叩
アメリカの輸入依存度
粗国民所得に対する輸入の比率
3.0 
2.8 
2.7% 
2.7 
3.1 
1937-40平均 i
52 
53 
54 
48 
よ
り
。 国・
0
・
K
F
ロ
σ
2
1
巴
ロ
伊
丹
包
ω
Z
Z回
目
白
円
v
o
z
g仏
当
2
5
叶
司
包
p
s
m吋
・
司
・
手
・
藤
井
「
経
済
発
展
と
貿
易
政
策
」
(
昭
和
三
三
年
)
(
註
刊
)
項
目
口
E
日開一
F
E
-
-
P己・
(
註
但
)
も
と
よ
り
か
L
る
政
策
目
標
に
つ
い
て
の
価
値
判
断
、
即
ち
「
ド
ル
不
足
な
さ
均
衡
の
状
態
が
未
知
正
の
状
態
上
り
Z
2
2
か
E
F円
2
か
は
論
じ
得
な
い
。
」
(
戸
冨
・
ω
ω
5
5
-
gロ
二
己
宮
℃
自
伊
丹
可
宮
司
。
伊
丹
当
日
間
関
与
gmo
河
巳
2
j
E
出
ω円
三
回
包
-wpζzmロ
何
g
ロ
。
ョ
・
く
同
様
で
あ
る
。
-の司円
}-ru可
問
。
円
神
宮
口
E
Z円山
ωzzy
司
・
さ
∞
・
)
|
|
そ
れ
は
ケ
イ
ン
ズ
的
「
完
全
雇
用
」
が
望
ま
し
い
状
態
か
否
か
論
じ
得
な
い
と
全
(
註
恰
)
却
、
長
期
的
ド
ル
不
足
の
現
象
ほ
、
価
格
的
、
所
得
的
に
は
解
決
し
得
な
い
|
|
換
一
一
一
目
す
れ
ば
単
な
る
価
格
論
、
所
得
論
(
そ
れ
ら
も
決
し
て
軽
視
出
来
な
い
が
)
で
は
解
明
し
得
な
い
l
l構
治
的
不
問
衡
の
似
結
で
九
る
と
考
ヌ
ら
れ
る
か
ら
で
お
る
。
然
し
て
斯
か
乏
斗
川
ぺ
の
梢
r一的
ホ
均
衡
|
|
「
生
産
力
の
一
発
民
主
」
、
そ
れ
は
広
義
に
は
各
凶
民
そ
栄
夫
々
そ
の
併
出
発
展
の
段
階
ι
単
一
に
し
、
量
、
市
去
し
盟
、
に
1
L
~条
件
に
基
い
て
臭
っ
た
れ
済
構
造
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
狭
義
に
ほ
各
国
民
経
済
の
供
給
J
m
し
J
、
ば
需
要
状
態
の
「
横
川
市
一
一
的
」
変
劃
に
基
づ
く
の
で
輸
出
成
長
率
を
決
定
す
る
最
も
重
要
な
原
理
一
六
九
経
営
と
経
済
一七
O
「
保
護
制
度
は
・
:
:
:
:
古
代
的
生
産
様
式
か
ら
近
代
的
生
産
様
式
ヘ
の
過
渡
そ
暴
力
的
に
短
縮
す
る
」
の
含
畜
す
る
と
こ
ろ
は
ま
さ
に
前
者
の
考
置
に
よ
る
与
件
対
策
、
就
中
後
進
同
家
に
よ
る
「
長
期
的
生
産
転
換
調
整
」
そ
意
味
し
て
い
る
|
|
(
後
者
に
つ
い
て
は
?
?
?
ニ
ω
打
開
一
同
岳
山
口
唱
。
名
門
2
E
Zロ
自
【
回
目
ロ
件
。
『
g
z。
z-冨
。
5
Z
ミ
ω
Z
E
-
-昨ア
shコ
参
照
)
(
マ
ル
グ
ス
)
|
|
ー
と
い
う
時
、
そ
+-心『。。
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。
本
稿
に
お
け
る
構
造
的
対
策
(
広
義
の
貿
易
政
策
l
!投
資
政
策
そ
の
他
諸
政
策
と
一
体
化
)
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
比
較
的
狭
義
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
「
構
造
的
不
均
衡
」
に
つ
い
て
の
藤
井
教
授
の
定
義
・
|
|
「
諸
国
の
経
済
を
支
え
る
も
ろ
も
ろ
の
与
件
が
変
動
し
(
H
構
造
変
動
)
そ
の
変
動
の
結
果
諸
国
聞
の
経
済
的
地
位
の
相
対
関
係
が
変
化
し
た
乙
と
に
基
く
不
均
衡
L
(
「
国
際
経
済
学
入
門
」
昭
和
三
O
年
)
は
甚
だ
穏
当
と
い
え
よ
う
。
(
註
科
)
但
し
こ
の
こ
と
は
、
単
独
で
「
一
国
民
経
済
裡
に
問
題
を
処
理
」
せ
よ
と
の
要
請
に
は
導
か
な
い
。
叉
そ
れ
は
極
め
て
困
難
或
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
今
日
の
国
際
情
勢
下
、
協
力
し
て
数
ヶ
国
の
提
携
!
l政
治
的
提
携
(
政
治
的
統
合
)
を
伴
っ
た
|
|
裡
に
問
題
の
解
決
を
計
る
ζ
と
が
望
ま
れ
る
口
そ
の
一
つ
の
形
態
が
P
横
の
提
携
d
と
も
い
う
ベ
く
「
経
済
統
合
」
(
例
え
ば
O
E
E
C
、
E
P
U
)
で
あ
り
他
の
一
つ
の
形
態
が
F
縦
の
提
携
d
と
も
い
う
べ
く
「
末
開
発
国
援
助
」
で
あ
る
。
1
1
本
年
の
通
商
白
書
に
い
う
「
水
平
的
国
際
分
業
」
「
垂
直
的
国
際
分
業
」
と
同
一
根
拠
か
。
然
し
て
特
定
国
の
利
害
に
偏
ぜ
ず
「
国
際
協
力
」
と
い
う
普
遍
的
モ
ッ
ト
ー
に
忠
実
な
る
限
り
、
形
而
上
学
的
要
請
か
)
「
国
際
経
済
機
構
」
は
更
に
そ
れ
ら
を
大
き
く
超
え
ん
と
す
る
大
乗
的
形
態
で
あ
る
ー
ー
と
い
う
乙
と
が
出
来
よ
う
。
ー
l
「
現
代
の
特
色
は
国
家
よ
り
広
い
基
盤
の
も
と
に
経
済
的
政
治
的
諸
制
度
を
建
設
し
て
ゆ
乙
う
と
い
う
点
に
あ
る
。
」
斯
く
て
乙
そ
凶
民
主
義
と
国
際
主
義
と
の
矛
盾
相
魁
が
真
に
止
揚
超
克
せ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
関
税
と
輸
入
制
限
と
そ
只
管
事
と
す
る
古
き
商
業
政
紫
は
灰
と
化
し
新
し
き
商
業
政
策
l
l
「
国
際
商
業
政
策
」
な
る
不
死
鳥
は
飛
び
立
つ
!
商
業
政
策
に
お
け
る
「
商
業
」
な
る
概
念
が
フ
イ
ス
ク
の
所
謂
=
玄
円
旦
仙
の
巳
=
な
も
の
で
な
く
z
B
Eロ
巳
=
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
専
一
乙
の
こ
と
が
要
請
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
(
目
的
W
一
E
Z
E
ω
-zoロ
巳
わ
O
B
B
2巳
包
句
。
ロ
巳
g
・
u
・ω)
(
註
句
)
そ
の
政
策
的
帰
結
は
、
輸
出
或
は
出
超
額
を
出
来
る
だ
け
大
な
ら
し
め
、
限
界
輪
入
性
向
を
出
来
る
だ
け
小
な
ら
し
め
る
ζ
と
で
あ
る
。
斯
か
る
意
味
に
関
す
る
限
り
|
|
「
と
の
思
考
は
ま
さ
に
重
商
主
義
的
性
格
を
も
つ
も
の
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
」
然
し
て
斯
か
る
政
策
を
静
態
的
条
件
裡
に
、
し
か
も
そ
の
H
程
度
H
を
超
え
て
実
施
さ
れ
る
時
、
そ
の
本
来
の
目
的
た
る
国
際
分
業
、
国
際
的
均
衡
(
世
界
貿
易
の
均
衡
的
成
長
)
の
本
旨
に
反
す
る
こ
と
L
な
り
、
惹
い
て
は
他
国
の
生
産
力
を
低
下
せ
し
め
る
「
近
隣
窮
乏
化
政
策
」
に
変
ず
る
。
(
註
怖
)
ω
n
F
C
E同
百
件
。
同
日
吋
v
o
o
Z白
色
2
4司
仲
立
∞
与
え
E
n
v
g
何
回
二
三
n
w
Zロ
mw
邑
M
m
・
ω
・己
D
E
|
プ
訳
一
ム
ハ
ム
ハ
l
七
頁
。
以
下
併
せ
て
参
照
。
(
註
仔
)
出
ω円円。仏
H
H
5
2ロ
ω
t
o
g
-
開
。
。
ロ
O
自由
2
・匂・
4
8・
訳
二
八
五
頁
。
(
註
惜
)
同
・
ゎ
・
、
Hag-回
M
E
S
H
-
p
c
E
E
Zロ
2
5
-
E
d司
吉
田
与
え
己
目
。
F
3
2
2
E
2
Z
E
E
-
A
U
ω
ω
・
(
註
旬
)
昭
和
二
七
年
度
(
以
来
)
の
経
済
白
書
は
輸
出
生
産
額
と
輸
入
原
料
額
と
の
比
を
「
外
貨
獲
得
率
」
と
し
て
把
え
て
い
る
。
(
註
加
)
経
済
分
析
上
に
於
て
も
、
貨
幣
的
要
因
が
副
次
的
存
在
で
あ
る
乙
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
(
ω
n
z
z
g℃
2
2・υ
回
口
巴
ロ
2
∞
わ
〕
刊
の
-2LUωω
同】・
2
∞
・
訳
入
一
三
頁
)
今
日
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
ト
リ
ブ
ィ
ン
の
通
貨
制
度
改
革
案
の
如
き
、
そ
れ
が
単
に
世
界
通
貨
の
自
由
交
換
の
実
現
に
終
始
す
る
限
り
、
下
手
に
運
用
さ
れ
た
I
M
F
同
様
の
弊
に
陥
る
も
の
で
あ
る
口
五
以
上
の
如
く
し
て
、
貿
易
現
象
は
ω国
民
経
済
に
基
礎
を
も
ち
、
国
民
経
済
の
対
外
経
済
交
通
の
一
部
と
し
て
理
解
せ
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
ωそ
れ
は
国
民
経
済
構
造
(
又
は
構
造
決
定
因
乃
至
構
造
与
件
)
に
基
い
て
質
的
、
量
的
に
決
定
せ
ら
れ
、
ω又
国
民
経
済
構
造
{註
T
)
の
変
動
に
応
じ
て
変
動
す
る
。
反
面
、
貿
易
(
現
象
)
を
通
じ
て
、
ω国
民
経
済
は
他
の
経
国
民
済
乃
至
国
際
経
済
(
又
は
世
界
経
済
)
(註
2
)
に
連
結
せ
ら
れ
、
ω国
際
経
済
的
な
制
約
を
受
け
る
o
l
-
-
貿
易
現
象
の
二
面
的
性
格
即
ち
、
「
各
国
の
経
済
行
為
の
効
果
は
他
の
諸
国
(註
3
)
に
J
g
w
。
ロ
ペ
噂
し
て
ゆ
き
外
国
の
経
済
政
策
や
経
済
情
勢
の
影
響
は
国
内
に
」
gWE--
し
て
く
る
。
」
こ
の
関
係
を
図
示
す
れ
ば
上
の
知
く
で
あ
る
。
輸
出
成
長
率
を
決
定
す
る
最
も
重
要
な
原
理
七
経
蛍
と
経
済
クレーマによる国民経済的外国貿易交錯の構造法則的何?
多数の国民経済の (A U~の場合とする)
対外経済活動をく
一切〉包括して見
た場合に於て世界
経済交通を生ぜし
める面に即して把
えられたもの
也
、
に
候
度
並
気
密
置
、
位
質
数
的
地
、
の
理
、
源
口
地
勢
資
人
，i
1
J
1
1
1
 
的
因
然自
要
す
済
対
度
経
学
に
態
に
科
済
な
並
び
続
的
態
及
の
体
形
術
民
主
治
策
枝
川
る
政
政
i
l
E
E
l
d
-
-
1
1
 
的
会
要
為
杜
)
人
(
的
因
七
国民経済構造
然
し
て
以
上
本
稿
が
言
及
、
論
及
し
た
い
く
つ
か
の
一
貫
し
た
主
題
、
そ
れ
ら
は
貿
易
政
策
又
は
商
業
政
策
史
上
古
く
し
て
新
し
い
問
題
!
「
一
八
問
紀
以
来
、
経
済
学
者
の
内
'
部
で
も
ま
た
経
済
学
者
と
実
務
家
と
の
問
で
も
、
長
い
間
論
争
の
続
け
ら
れ
て
い
る
」
1
1
(註
5
)
内
由
貿
易
主
花
と
保
護
貿
易
主
花
(
同
内
開
発
主
義
)
と
の
対
立
を
新
し
い
万
法
裡
に
、
新
し
い
形
で
浮
び
上
げ
さ
せ
る
に
違
い
な
い
。
(註
1
)
藤
井
「
外
同
貿
易
の
概
念
」
o
「
し
た
が
っ
て
、
町
易
現
象
令
解
明
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
(詫
2
)
貿
易
問
論
は
、
乙
の
三
面
的
判
格
に
即
し
て
、
展
開
ぜ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
:
:
・
同
時
に
:
:
:
貿
易
政
策
も
、
み
γ
か
ら
の
う
キ
り
に
一
一
面
的
問
柏
そ
反
映
せ
し
め
る
乙
と
L
な
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
川
家
の
政
策
と
し
て
は
絶
対
性
そ
J
2り
う
る
と
し
て
も
、
常
に
相
子
同
の
存
在
そ
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
ね
と
い
う
制
約
そ
受
け
る
の
で
あ
る
c
」
(
藤
井
「
経
済
発
展
と
貿
易
政
策
」
五
O
H
)
(註
3
)
∞o
z
-
Eロ
m
一
5
E
J
U
-
M包
・
訳
一
一
コ
一
七
一
見
。
ヘ註
4
)
出
・
同
品
目
2
一
口
芯
者
2
Z
Z
Z
N
5
}己
ロ
官
ロ
Nd三
宮
町
。
ロ
者
同
三
宮
町
ω円
宮
山
門
『
Z
E
E
-
Zロ
円
四
〉
5
話
口
町
h
富
島
己
wSω
∞・
藤
井
、
前
掲
論
文
、
酒
井
「
国
民
経
済
構
造
変
動
論
」
昭
和
一
七
年
、
北
川
「
外
国
貿
易
と
経
済
発
展
」
参
照
口
(註
5
)
自
由
貿
易
原
理
に
あ
っ
て
は
、
国
民
的
な
見
地
と
世
界
的
な
見
地
と
が
合
致
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
そ
こ
で
は
「
国
家
統
制
か
ら
解
放
さ
れ
た
国
際
経
済
が
、
世
界
的
な
見
地
か
ら
効
率
が
最
も
高
く
、
且
つ
各
国
の
国
民
経
済
の
利
益
を
最
も
増
大
さ
せ
る
も
の
と
し
て
各
国
経
済
か
ら
も
受
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
前
提
に
基
づ
い
て
い
る
。
」
(
司
・
「
巴
Z
2
8色
。
5
2印
口
、
2
0
?ニ
E
S
-
開
。
。
ロ
。
E
吋
え
〉
E
2・
目。
ω
ロ
司
O
円
。
即
日
嗣
ロ
句
。
口
。
u
J
A
U
m
m
・
H
V
・M
O
∞)
〔
附
記
〕
丈
・
稿
は
筆
者
が
昭
和
二
十
九
年
(
神
戸
大
学
大
学
院
在
学
中
)
の
夏
休
み
、
初
め
て
R
・
F
・
ハ
ロ
ッ
ド
「
動
態
経
済
学
へ
の
途
」
を
読
み
、
そ
の
際
自
分
自
身
の
理
解
の
た
め
に
随
意
ノ
ー
ト
し
て
い
た
も
の
を
、
特
に
第
四
詰
同
「
貿
易
差
額
」
に
お
け
る
表
題
の
部
分
に
つ
き
拍
出
整
理
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
l
l
i経
済
学
、
経
済
政
紫
専
攻
の
筆
者
が
貿
易
論
、
貿
易
政
策
(
商
業
政
覧
)
に
関
心
を
惹
か
れ
た
最
初
の
も
の
と
し
て
意
義
が
あ
る
。
こ
L
で
は
当
時
の
筆
者
の
考
え
を
、
そ
の
「
忠
付
き
」
、
思
惟
或
は
批
判
の
担
程
に
つ
き
、
文
午
一
一
日
共
々
…
由
来
得
v
炉
開
m
i
h
あ
り
の
ま
L
に
残
す
こ
と
に
務
b
て
い
る
。
種
々
な
る
参
者
、
引
用
(
当
時
用
い
た
も
の
が
主
で
あ
る
)
も
所
詮
傍
一
証
、
粉
飾
の
械
を
出
な
い
D
従
っ
て
本
稿
の
着
想
乃
至
構
想
そ
の
も
の
(
の
貧
し
さ
、
佐
拙
さ
l
l
「
こ
わ
い
も
の
知
ら
ず
の
愚
か
者
L
で
あ
る
こ
と
も
、
特
に
吾
国
に
於
て
は
推
奨
さ
る
べ
き
学
問
的
勇
気
の
一
つ
で
あ
る
と
信
じ
る
が
)
に
関
し
て
は
筆
者
以
外
の
如
何
な
る
著
者
に
も
責
任
は
な
い
。
何
本
稿
の
下
書
と
も
い
う
べ
き
も
の
は
、
当
時
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
藤
井
茂
教
授
の
も
と
に
提
出
し
た
桜
会
が
あ
る
。
(
昭
和
二
九
年
一
O
片
一
五
日
稿
、
昭
和
三
六
年
四
月
・
一
O
日
改
稿
)
輸
出
成
長
率
を
決
定
す
る
最
も
主
要
な
原
理
一
七
三
